
JP 6536569 B2 2019.7.3

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カラーフィルタ層と、
　量子ドットを含有する色変換層及び光源を含む発光装置と
　を備える液晶表示装置であって、
　前記カラーフィルタ層は、少なくとも青色のカラーフィルタ、緑色のカラーフィルタ及
び赤色のカラーフィルタを有し、
　　該赤色のカラーフィルタは、着色剤（ＡＲ）、結合剤（ＷＲ）及び溶剤（ＥＲ）を含
む赤色着色組成物から形成され、且つ、式（Ｑ１）：０．１≦ＦＲ×ＣＲ≦１．０［ＦＲ

は、赤色カラーフィルタの厚み（μm）を表す。ＣＲは、赤色着色組成物における着色剤
（ＡＲ）及び結合剤（ＷＲ）の合計量に対する着色剤（ＡＲ）の含有率を表す。］を満た
し、
　該緑色のカラーフィルタは、着色剤（ＡＧ）、結合剤（ＷＧ）及び溶剤（ＥＧ）を含む
緑色着色組成物から形成され、且つ、式（Ｑ２）：０．１≦ＦＧ×ＣＧ≦１．２［ＦＧは
、緑色カラーフィルタの厚み（μm）を表す。ＣＧは、緑色着色組成物における着色剤（
ＡＧ）及び結合剤（ＷＧ）の合計量に対する着色剤（ＡＧ）の含有率を表す。］を満たし
、
　該青色のカラーフィルタは、着色剤（ＡＢ）、結合剤（ＷＢ）及び溶剤（ＥＢ）を含む
青色着色組成物から形成され、且つ、式（Ｑ３）：０．１≦ＦＢ×ＣＢ≦１．０［ＦＢは
、青色カラーフィルタの厚み（μm）を表す。ＣＢは、青色着色組成物における着色剤（
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ＡＢ）及び結合剤（ＷＢ）の合計量に対する着色剤（ＡＢ）の含有率を表す。］を満たし
、
　前記発光装置から放射される光の発光スペクトルは、第一発光ピーク、第二発光ピーク
及び第三発光ピークを有し、
　第一発光ピークの波長（λ１）が４２０～４８０ｎｍの範囲内であり、
　第二発光ピークの波長（λ２）を５００～５５０ｎｍの範囲内であり、
　第三発光ピークの波長（λ３）を５８０～６５０ｎｍの範囲内である
液晶表示装置。
【請求項２】
　前記光源が、波長４２０～４８０ｎｍの範囲に発光ピークを有する光を放射する光源で
ある請求項１記載の表示装置。
【請求項３】
　少なくとも青色のカラーフィルタ、緑色のカラーフィルタ及び赤色のカラーフィルタを
有し、
　赤色のカラーフィルタは、着色剤（ＡＲ）、結合剤（ＷＲ）及び溶剤（ＥＲ）を含む赤
色着色組成物から形成され、且つ、式（Ｑ１）：０．１≦ＦＲ×ＣＲ≦１．０［ＦＲは、
赤色カラーフィルタの厚み（μm）を表す。ＣＲは、赤色着色組成物における着色剤（Ａ

Ｒ）及び結合剤の合計量に対する着色剤（ＡＲ）の含有率を表す。］を満たし、
　緑色のカラーフィルタは、着色剤（ＡＧ）、結合剤（ＷＧ）及び溶剤（ＥＧ）を含む緑
色着色組成物から形成され、且つ、式（Ｑ２）：０．１≦ＦＧ×ＣＧ≦１．２［ＦＧは、
緑色カラーフィルタの厚み（μm）を表す。ＣＧは、緑色着色組成物における着色剤（Ａ

Ｇ）及び結合剤（ＷＧ）の合計量に対する着色剤（ＡＧ）の含有率を表す。］
　を満たし、
　青色のカラーフィルタは、着色剤（ＡＢ）、結合剤（ＷＢ）及び溶剤（ＥＢ）を含む青
色着色組成物から形成され、且つ、式（Ｑ３）：０．１≦ＦＢ×ＣＢ≦１．０［ＦＢは、
青色カラーフィルタの厚み（μm）を表す。ＣＢは、青色着色組成物における着色剤（Ａ

Ｂ）及び結合剤（ＷＢ）の合計量に対する着色剤（ＡＢ）の含有率を表す。］を満たし、
　量子ドットを含有する色変換層及び光源を含む発光装置を備える液晶表示装置に更に備
えられるカラーフィルタ層。
【請求項４】
　カラーフィルタ層と、
　量子ドットを含有する色変換層及び光源を含む発光装置と
　を備える液晶表示装置であって、
　前記カラーフィルタ層は、少なくとも青色のカラーフィルタ、緑色のカラーフィルタ及
び赤色のカラーフィルタを有し、
　　該赤色のカラーフィルタは、着色剤（ＡＲ）、結合剤（ＷＲ）及び溶剤（ＥＲ）を含
む赤色着色組成物から形成され、且つ、式（Ｑ１）：０．１≦ＦＲ×ＣＲ≦１．０［ＦＲ

は、赤色カラーフィルタの厚み（μm）を表す。ＣＲは、赤色着色組成物における着色剤
（ＡＲ）及び結合剤（ＷＲ）の合計量に対する着色剤（ＡＲ）の含有率を表す。］を満た
し、
　該緑色のカラーフィルタは、着色剤（ＡＧ）、結合剤（ＷＧ）及び溶剤（ＥＧ）を含む
緑色着色組成物から形成され、且つ、式（Ｑ２）：０．１≦ＦＧ×ＣＧ≦１．２［ＦＧは
、緑色カラーフィルタの厚み（μm）を表す。ＣＧは、緑色着色組成物における着色剤（
ＡＧ）及び結合剤（ＷＧ）の合計量に対する着色剤（ＡＧ）の含有率を表す。］を満たし
、
　該青色のカラーフィルタは、着色剤（ＡＢ）、結合剤（ＷＢ）及び溶剤（ＥＢ）を含む
青色着色組成物から形成され、且つ、式（Ｑ３）：０．１≦ＦＢ×ＣＢ≦１．０［ＦＢは
、青色カラーフィルタの厚み（μm）を表す。ＣＢは、青色着色組成物における着色剤（
ＡＢ）及び結合剤（ＷＢ）の合計量に対する着色剤（ＡＢ）の含有率を表す。］を満たし
、
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　前記発光装置から放射される光の発光スペクトルは、第一発光ピーク、第二発光ピーク
及び第三発光ピークを有し、
　第一発光ピークの波長（λ１）が４２０～４８０ｎｍの範囲内であり、
　第二発光ピークの波長（λ２）を５００～５５０ｎｍの範囲内であり、
　第三発光ピークの波長（λ３）を５８０～６５０ｎｍの範囲内である液晶表示装置にお
ける式（Ｑ１）
式（Ｑ１）：０．１≦ＦＲ×ＣＲ≦１．０［ＦＲは、赤色カラーフィルタの厚み（μm）
を表す。ＣＲは、赤色着色組成物における着色剤（ＡＲ）及び結合剤の合計量に対する着
色剤（ＡＲ）の含有率を表す。］
を満たす赤色カラーフィルタを製造する方法であって、
　着色剤（ＡＲ）、結合剤（ＷＲ）及び溶剤（ＥＲ）を含む赤色着色組成物を基板に塗布
する工程を含む方法。
【請求項５】
　着色剤（ＡＲ）は、アゾ染料、アゾ金属錯塩染料、キサンテン染料及びクマリン染料か
らなる群より選択される染料と、ジケトピロロピロール顔料、アゾ顔料、アントラキノン
顔料、キノフタロン顔料、イソインドリン顔料及びアゾメチン顔料からなる群より選択さ
れる顔料とを含む請求項４記載の方法。
【請求項６】
　カラーフィルタ層と、
　量子ドットを含有する色変換層及び光源を含む発光装置と
　を備える液晶表示装置であって、
　前記カラーフィルタ層は、少なくとも青色のカラーフィルタ、緑色のカラーフィルタ及
び赤色のカラーフィルタを有し、
　　該赤色のカラーフィルタは、着色剤（ＡＲ）、結合剤（ＷＲ）及び溶剤（ＥＲ）を含
む赤色着色組成物から形成され、且つ、式（Ｑ１）：０．１≦ＦＲ×ＣＲ≦１．０［ＦＲ

は、赤色カラーフィルタの厚み（μm）を表す。ＣＲは、赤色着色組成物における着色剤
（ＡＲ）及び結合剤（ＷＲ）の合計量に対する着色剤（ＡＲ）の含有率を表す。］を満た
し、
　該緑色のカラーフィルタは、着色剤（ＡＧ）、結合剤（ＷＧ）及び溶剤（ＥＧ）を含む
緑色着色組成物から形成され、且つ、式（Ｑ２）：０．１≦ＦＧ×ＣＧ≦１．２［ＦＧは
、緑色カラーフィルタの厚み（μm）を表す。ＣＧは、緑色着色組成物における着色剤（
ＡＧ）及び結合剤（ＷＧ）の合計量に対する着色剤（ＡＧ）の含有率を表す。］を満たし
、
　該青色のカラーフィルタは、着色剤（ＡＢ）、結合剤（ＷＢ）及び溶剤（ＥＢ）を含む
青色着色組成物から形成され、且つ、式（Ｑ３）：０．１≦ＦＢ×ＣＢ≦１．０［ＦＢは
、青色カラーフィルタの厚み（μm）を表す。ＣＢは、青色着色組成物における着色剤（
ＡＢ）及び結合剤（ＷＢ）の合計量に対する着色剤（ＡＢ）の含有率を表す。］を満たし
、
　前記発光装置から放射される光の発光スペクトルは、第一発光ピーク、第二発光ピーク
及び第三発光ピークを有し、
　第一発光ピークの波長（λ１）が４２０～４８０ｎｍの範囲内であり、
　第二発光ピークの波長（λ２）を５００～５５０ｎｍの範囲内であり、
　第三発光ピークの波長（λ３）を５８０～６５０ｎｍの範囲内である液晶表示装置にお
ける式（Ｑ２）
式（Ｑ２）：０．１≦ＦＧ×ＣＧ≦１．２
［ＦＧは、緑色カラーフィルタの厚み（μm）を表す。ＣＧは、緑色着色組成物における
着色剤（ＡＧ）及び結合剤（ＷＧ）の合計量に対する着色剤（ＡＧ）の含有率を表す。］
　を満たす緑色カラーフィルタを製造する方法であって、
　着色剤（ＡＧ）、結合剤（ＷＧ）及び溶剤（ＥＧ）を含む緑色着色組成物を基板に塗布
する工程を含む方法。
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【請求項７】
　着色剤（ＡＧ）は、フタロシアニン染料、トリアリールメタン染料及びスクワリリウム
染料からなる群より選択される染料とフタロシアニン顔料とを含む請求項６記載の方法。
【請求項８】
　カラーフィルタ層と、
　量子ドットを含有する色変換層及び光源を含む発光装置と
　を備える液晶表示装置であって、
　前記カラーフィルタ層は、少なくとも青色のカラーフィルタ、緑色のカラーフィルタ及
び赤色のカラーフィルタを有し、
　　該赤色のカラーフィルタは、着色剤（ＡＲ）、結合剤（ＷＲ）及び溶剤（ＥＲ）を含
む赤色着色組成物から形成され、且つ、式（Ｑ１）：０．１≦ＦＲ×ＣＲ≦１．０［ＦＲ

は、赤色カラーフィルタの厚み（μm）を表す。ＣＲは、赤色着色組成物における着色剤
（ＡＲ）及び結合剤（ＷＲ）の合計量に対する着色剤（ＡＲ）の含有率を表す。］を満た
し、
　該緑色のカラーフィルタは、着色剤（ＡＧ）、結合剤（ＷＧ）及び溶剤（ＥＧ）を含む
緑色着色組成物から形成され、且つ、式（Ｑ２）：０．１≦ＦＧ×ＣＧ≦１．２［ＦＧは
、緑色カラーフィルタの厚み（μm）を表す。ＣＧは、緑色着色組成物における着色剤（
ＡＧ）及び結合剤（ＷＧ）の合計量に対する着色剤（ＡＧ）の含有率を表す。］を満たし
、
　該青色のカラーフィルタは、着色剤（ＡＢ）、結合剤（ＷＢ）及び溶剤（ＥＢ）を含む
青色着色組成物から形成され、且つ、式（Ｑ３）：０．１≦ＦＢ×ＣＢ≦１．０［ＦＢは
、青色カラーフィルタの厚み（μm）を表す。ＣＢは、青色着色組成物における着色剤（
ＡＢ）及び結合剤（ＷＢ）の合計量に対する着色剤（ＡＢ）の含有率を表す。］を満たし
、
　前記発光装置から放射される光の発光スペクトルは、第一発光ピーク、第二発光ピーク
及び第三発光ピークを有し、
　第一発光ピークの波長（λ１）が４２０～４８０ｎｍの範囲内であり、
　第二発光ピークの波長（λ２）を５００～５５０ｎｍの範囲内であり、
　第三発光ピークの波長（λ３）を５８０～６５０ｎｍの範囲内である液晶表示装置にお
ける式（Ｑ３）
式（Ｑ３）：０．１≦ＦＢ×ＣＢ≦１．０［ＦＢは、青色カラーフィルタの厚み（μm）
を表す。ＣＢは、青色着色組成物における着色剤（ＡＢ）及び結合剤（ＷＢ）の合計量に
対する着色剤（ＡＢ）の含有率を表す。］
を満たす青色カラーフィルタを製造する方法であって、
　着色剤（ＡＢ）、結合剤（ＷＢ）及び溶剤（ＥＢ）を含む青色着色組成物を基板に塗布
する工程を含む方法。
【請求項９】
　着色剤（ＡＢ）は、フタロシアニン染料、トリアリールメタン染料、アントラキノン染
料、キサンテン染料及びメチン染料からなる群より選択される染料とフタロシアニン顔料
、アントラキノン顔料及びジオキサジン顔料からなる群より選択される顔料とを含む請求
項８記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置には、輝度を高くして消費電力を低くするために、高明度なカラーフィル
タの搭載が求められている。このような液晶表示装置としては、ＬＥＤを発光装置として
備えるものが知られている（特開２００８－９６４７１号公報等、参照）。
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【発明の概要】
【０００３】
　本発明は、以下の発明を含む。
［１］　カラーフィルタ層と、
　量子ドットを含有する色変換層及び光源を含む発光装置と
　を備える液晶表示装置であって、
　前記カラーフィルタ層は、少なくとも青色のカラーフィルタ、緑色のカラーフィルタ及
び赤色のカラーフィルタを有し、
　該赤色のカラーフィルタは、着色剤（ＡＲ）、結合剤（ＷＲ）及び溶剤（ＥＲ）を含む
赤色着色組成物から形成され、且つ、式（Ｑ１）：０．１≦ＦＲ×ＣＲ≦１．０［ＦＲは
、赤色カラーフィルタの厚み（μｍ）を表す。ＣＲは、赤色着色組成物における着色剤（
ＡＲ）及び結合剤（ＷＲ）の合計量に対する着色剤（ＡＲ）の含有率を表す。］を満たし
、
　該緑色のカラーフィルタは、着色剤（ＡＧ）、結合剤（ＷＧ）及び溶剤（ＥＧ）を含む
緑色着色組成物から形成され、且つ、式（Ｑ２）：０．１≦ＦＧ×ＣＧ≦１．２　［ＦＧ

は、緑色カラーフィルタの厚み（μｍ）を表す。ＣＧは、緑色着色組成物における着色剤
（ＡＧ）及び結合剤（ＷＧ）の合計量に対する着色剤（ＡＧ）の含有率を表す。］を満た
し、
　該青色のカラーフィルタは、着色剤（ＡＢ）、結合剤（ＷＢ）及び溶剤（ＥＢ）を含む
青色着色組成物から形成され、且つ、式（Ｑ３）：０．１≦ＦＢ×ＣＢ≦１．０［ＦＢは
、青色カラーフィルタの厚み（μｍ）を表す。ＣＢは、青色着色組成物における着色剤（
ＡＢ）及び結合剤（ＷＢ）の合計量に対する着色剤（ＡＢ）の含有率を表す。］を満たし
、
　前記発光装置から放射される光の発光スペクトルは、第一発光ピーク、第二発光ピーク
及び第三発光ピークを有し、
　第一発光ピークの波長（λ１）が４２０～４８０ｎｍの範囲内であり、
　第二発光ピークの波長（λ２）を５００～５５０ｎｍの範囲内であり、
　第三発光ピークの波長（λ３）を５８０～６５０ｎｍの範囲内である
液晶表示装置。
［２］　前記光源が、波長４２０～４８０ｎｍの範囲に発光ピークを有する光を放射する
光源である［１］記載の表示装置。
［３］　少なくとも青色のカラーフィルタ、緑色のカラーフィルタ及び赤色のカラーフィ
ルタを有し、
　赤色のカラーフィルタは、着色剤（ＡＲ）、結合剤（ＷＲ）及び溶剤（ＥＲ）を含む赤
色着色組成物から形成され、且つ、式（Ｑ１）：０．１≦ＦＲ×ＣＲ≦１．０［ＦＲは、
赤色カラーフイルタの厚み（μｍ）を表す。ＣＲは、赤色着色組成物における着色剤（Ａ

Ｒ）及び結合剤の合計量に対する着色剤（ＡＲ）の含有率を表す。］を満たし、
　緑色のカラーフィルタは、着色剤（ＡＧ）、結合剤（ＷＧ）及び溶剤（ＥＧ）を含む緑
色着色組成物から形成され、且つ、式（Ｑ２）：０．１≦ＦＧ×ＣＧ≦１．２［ＦＧは、
緑色カラーフィルタの厚み（μｍ）を表す。ＣＧは、緑色着色組成物における着色剤（Ａ

Ｇ）及び結合剤（ＷＧ）の合計量に対する着色剤（ＡＧ）の含有率を表す。］を満たし、
　青色のカラーフィルタは、着色剤（ＡＢ）、結合剤（ＷＢ）及び溶剤（ＥＢ）を含む青
色着色組成物から形成され、且つ、式（Ｑ３）：０．１≦ＦＢ×ＣＢ≦１．０［ＦＢは、
青色カラーフィルタの厚み（μｍ）を表す。ＣＢは、青色着色組成物における着色剤（Ａ

Ｂ）及び結合剤（ＷＢ）の合計量に対する着色剤（ＡＢ）の含有率を表す。］を満たし、
　量子ドットを含有する色変換層及び光源を含む発光装置を備える液晶表示装置に更に備
えられる
　カラーフィルタ層。
［４］　着色剤（ＡＲ）、結合剤（ＷＲ）及び溶剤（ＥＲ）を含む赤色着色組成物を基板
に塗布する工程を含む、
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前記［１］記載の液晶表示装置における式（Ｑ１）
式（Ｑ１）：０．１≦ＦＲ×ＣＲ≦１．０
［ＦＲは、赤色カラーフィルタの厚み（μｍ）を表す。ＣＲは、赤色着色組成物における
着色剤（ＡＲ）及び結合剤の合計量に対する着色剤（ＡＲ）の含有率を表す。］
を満たす赤色カラーフィルタを製造する方法。
［５］　着色剤（ＡＲ）は、アゾ染料、アゾ金属錯塩染料、キサンテン染料及びクマリン
染料からなる群より選択される染料と、ジケトピロロピロール顔料、アゾ顔料、アントラ
キノン顔料、キノフタロン顔料、イソインドリン顔料及びアゾメチン顔料からなる群より
選択される顔料とを含む［４］記載の方法。
［６］着色剤（ＡＧ）、結合剤（ＷＧ）及び溶剤（ＥＧ）を含む緑色着色組成物を基板に
塗布する工程を含む
前記［１］記載の液晶表示装置における式（Ｑ２）
式（Ｑ２）：０．１≦ＦＧ×ＣＧ≦１．２
［ＦＧは、緑色カラーフィルタの厚み（μｍ）を表す。ＣＧは、緑色着色組成物における
着色剤（ＡＧ）及び結合剤（ＷＧ）の合計量に対する着色剤（ＡＧ）の含有率を表す。］
を満たす緑色カラーフィルタを製造する方法。
［７］着色剤（ＡＧ）は、フタロシアニン染料、トリアリールメタン染料及びスクワリリ
ウム染料からなる群より選択される染料とフタロシアニン顔料とを含む［６］記載の方法
。
［８］　着色剤（ＡＢ）、結合剤（ＷＢ）及び溶剤（ＥＢ）を含む青色着色組成物を基板
に塗布する工程を含む、
前記［１］記載の液晶表示装置における式（Ｑ３）
式（Ｑ３）：０．１≦ＦＢ×ＣＢ≦１．０
［ＦＢは、青色カラーフィルタの厚み（μｍ）を表す。ＣＢは、青色着色組成物における
着色剤（ＡＢ）及び結合剤（ＷＢ）の合計量に対する着色剤（ＡＢ）の含有率を表す。］
を満たす青色カラーフィルタを製造する方法。
［９］　着色剤（ＡＢ）は、フタロシアニン染料、トリアリールメタン染料、アントラキ
ノン染料、キサンテン染料及びメチン染料からなる群より選択される染料とフタロシアニ
ン顔料、アントラキノン顔料及びジオキサジン顔料からなる群より選択される顔料とを含
む［８］記載の方法。
　本発明の液晶表示装置によれば、色再現性と輝度とをともに高くすることができ、さら
にカラーフィルタの耐薬品性及びカラーフィルタ製造時の現像性に優れるため、液晶表示
装置製造時の歩留まりも向上させことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００４】
　図１は、本発明の液晶表示装置に用いられる発光装置の一例を示す。
　図２は、本発明の液晶表示装置に用いられる発光装置の一例を示す。
　図３は、本発明の液晶表示装置の一例を示す。
　図４は、本発明の液晶表示装置の一例を示す。
【発明を実施するための形態】
【０００５】
　本発明の液晶表示装置は、少なくとも青色のカラーフィルタ、緑色のカラーフィルタ及
び赤色のカラーフィルタを有するカラーフィルタ層と、
　量子ドットを含有する色変換層（Ｍ）及び光源（Ｌ）を含む発光装置（以下「発光装置
（Ｙ）」という場合がある。）と
　を備える。
　赤色のカラーフィルタは、着色剤（ＡＲ）、結合剤（ＷＲ）及び溶剤（ＥＲ）を含む赤
色着色組成物から形成される。
　緑色のカラーフィルタは、着色剤（ＡＧ）、結合剤（ＷＧ）及び溶剤（ＥＧ）を含む緑
色着色組成物から形成される。
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　青色のカラーフィルタは、着色剤（ＡＢ）、結合剤（ＷＢ）及び溶剤（ＥＢ）を含む青
色着色組成物から形成される。
　以下、着色剤（ＡＲ）、着色剤（ＡＧ）及び着色剤（ＡＢ）を「着色剤（Ａ）」と総称
し、結合剤（ＷＲ）、結合剤（ＷＧ）及び結合剤（ＷＢ）を「結合剤（Ｗ）」と総称し、
溶剤（ＥＲ）、溶剤（ＥＧ）及び溶剤（ＥＢ）を「溶剤（Ｅ）」と総称する。
　赤色着色組成物、緑色着色組成物及び青色着色組成物を、「着色組成物（Ｚ）」と総称
することがある。
＜着色組成物（Ｚ）＞
　着色剤（Ａ）としては、顔料及び染料が挙げられる。
　本明細書において、顔料とは、溶剤に不溶又は難溶の色素のことをいう。
　染料とは、溶剤に可溶な色素のことをいう。本発明に用いられる染料は、有機溶剤に可
溶な染料であることが好ましい。
　本明細書において、色素とは、顔料及び染料の総称である。
　顔料としては、カラーインデックス（Ｔｈｅ　Ｓｏｃｉｅｔｙ　ｏｆ　Ｄｙｅｒｓ　ａ
ｎｄ　Ｃｏｌｏｕｒｉｓｔｓ出版）でピグメントに分類されている顔料や、ジケトピロロ
ピロール顔料、アゾ顔料、アントラキノン顔料、キノフタロン顔料、イソインドリン顔料
、アゾメチン顔料等が挙げられる。
　具体的には、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１（以下、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエローの記
載を省略し、番号のみの記載とする。他も同様である。）、３、１２、１３、１４、１５
、１６、１７、２０、２４、３１、５３、７４、８１、８３、８６、９３、９４、１０９
、１１０、１１７、１２５、１２７、１２８、１２９、１３７、１３８、１３９、１４７
、１４８、１５０、１５３、１５４、１６６、１７３、１８０、１８５、１９４、２１４
、２１５等の黄色顔料；
　Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ１３、３１、３６、３８、４０、４２、４３、５１、５５
、５９、６１、６４、６５、７１、７３等のオレンジ色の顔料；
　Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド９、６５、８１、９７、１０５、１２２、１２３、１４４、
１４９、１６６、１６８、１７０、１７６、１７７、１７８、１８０、１８７、１９２、
２０９、２１５、２１６、２２４、２４２、２５４、２５５、２６４、２６５、２７０、
２７２等の赤色顔料；
　Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５、１５：３、１５：４、１５：６、１６、６０、７９、
８０等の青色顔料；
　Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット１、１９、２３、２９、３２、３６、３７、３８等の
バイオレット色顔料；
　Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン７、３６、５８等の緑色顔料；
　Ｃ．Ｉ．ピグメントブラウン２３、２５等のブラウン色顔料；
　Ｃ．Ｉ．ピグメントブラック１、７等の黒色顔料等が挙げられる。
　さらに、特開２００４－７０３４２号公報、特開２００８－１９３８３号公報、特開２
００７－３２０９８６号公報記載のフタロシアニン顔料等が挙げられる。
　染料としては、特に限定されず公知の染料を使用することができ、溶剤染料、酸性染料
、直接染料、媒染染料等が挙げられる。染料としては、例えば、カラーインデックス（Ｔ
ｈｅ　Ｓｏｃｉｅｔｙ　ｏｆ　Ｄｙｅｒｓ　ａｎｄ　Ｃｏｌｏｕｒｉｓｔｓ出版）でピグ
メント以外で色相を有するものに分類されている化合物や、染色ノート（色染社）に記載
されている公知の染料が挙げられる。化学構造によれば、アゾ染料、シアニン染料、トリ
アリールメタン染料、キサンテン染料、フタロシアニン染料、アントラキノン染料、ナフ
トキノン染料、キノンイミン染料、ポリメチン染料、アゾメチン染料、スクワリリウム染
料、アクリジン染料、スチリル染料、クマリン染料、キノリン染料及びニトロ染料等が挙
げられる。
　具体的には、Ｃ．Ｉ．ソルベントイエロー４、１４、１５、２３、２４、３８、６２、
６３、６８、８２、９４、９８、９９、１１７、１６２、１６３、１６７、１８９；
　Ｃ．Ｉ．ソルベントオレンジ２、７、１１、１５、２６、５６、７７、８６、１１２；
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　Ｃ．Ｉ．ソルベントレッド４５、４９、１１１、１２５、１３０、１４３、１４５、１
４６、１５０、１５１、１５５、１６０、１６８、１６９、１７２、１７５、１８１、２
０７、２１８、２２２、２２７、２３０、２４５、２４７；
　Ｃ．Ｉ．ソルベントバイオレット１１、１３、１４、２６、３１、３６、３７、３８、
４５、４７、４８、５１、５９、６０；
　Ｃ．Ｉ．ソルベントブルー２、４、５、１４、１８、２５、３５、３６、３７、３８、
４３、４４、４５、５８、５９、５９：１、６３、６４、６７、６８、６９、７０、７８
、７９、８３、９０、９４、９７、９８、１００、１０１、１０２、１０４、１０５、１
１１、１１２、１２２、１２４、１２８、１３２、１３６、１３９；
　Ｃ．Ｉ．ソルベントグリーン１、３、４、５、７、２８、２９、３２、３３、３４、３
５等のＣ．Ｉ．ソルベント染料、
　Ｃ．Ｉ．アシッドイエロー１、３、７、９、１１、１７、２３、２５、２９、３４、３
６、３８、４０、４２、５４、６５、７２、７３、７６、７９、９８、９９、１１１、１
１２、１１３、１１４、１１６、１１９、１２３、１２８、１３４、１３５、１３８、１
３９、１４０、１４４、１５０、１５５、１５７、１６０、１６１、１６３、１６８、１
６９、１７２、１７７、１７８、１７９、１８４、１９０、１９３、１９６、１９７、１
９９、２０２、２０３、２０４、２０５、２０７、２１２、２１４、２２０、２２１、２
２７、２２８、２３０、２３２、２３５、２３８、２４０、２４２、２４３、２５０、２
５１；
　Ｃ．Ｉ．アシッドオレンジ６、７、８、１０、１２、２６、５０、５１、５２、５６、
６２、６３、６４、７４、７５、９４、９５、１０７、１０８、１６９、１７３；
　Ｃ．Ｉ．アシッドレッド１、４、８、１４、１７、１８、２６、２７、２９、３１、３
３、３４、３５、３７、４０、４２、４４、５０、５１、５２、５７、６６、７３、７６
、８０、８７、８８、９１、９２、９４、９５、９７、９８、１０３、１０６、１１１、
１１４、１２９、１３３、１３４、１３８、１４３、１４５、１５０、１５１、１５５、
１５８、１６０、１７２、１７６、１８２、１８３、１９５、１９８、２０６、２１１、
２１５、２１６、２１７、２２７、２２８、２４９、２５２、２５７、２５８、２６０、
２６１、２６６、２６８、２７０、２７４、２７７、２８０、２８１、２８９、３０８、
３１２、３１５、３１６、３３９、３４１、３４５、３４６、３４９、３８２、３８３、
３８８、３９４、４０１、４１２、４１７、４１８、４２２、４２６；
　Ｃ．Ｉ．アシッドバイオレット６Ｂ、７、９、１５、１６、１７、１９、２１、２３、
２４、２５、３０、３４、３８、４９、７２、１０２；
　Ｃ．Ｉ．アシッドブルー１、３、５、７、９、１１、１３、１５、１７、１８、２２、
２３、２４、２５、２６、２７、２９、３４、３８、４０、４１、４２、４３、４５、４
８、５１、５４、５９、６０、６２、７０、７２、７４、７５、７８、８０、８２、８３
、８６、８７、８８、９０、９０：１、９１、９２、９３、９３：１、９６、９９、１０
０、１０２、１０３、１０４、１０８、１０９、１１０、１１２、１１３、１１７、１１
９、１２０、１２３、１２６、１２７、１２９、１３０、１３１、１３８、１４０、１４
２、１４３、１４７、１５０、１５１、１５４、１５８、１６１、１６６、１６７、１６
８、１７０、１７１、１７５、１８２、１８３、１８４、１８５、１８７、１９２、１９
９、２０３、２０４、２０５、２１０、２１３、２２９、２３４、２３６、２４２、２４
３、２４９、２５６、２５９、２６７、２６９、２７８、２８０、２８５、２９０、２９
６、３１５、３２４：１、３３５、３４０；
　Ｃ．Ｉ．アシッドグリーン１、３、５、６、７、８、９、１１、１３、１４、１５、１
６、２２、２５、２７、２８、４１、５０、５０：１、５８、６３、６５、８０、１０４
、１０５、１０６、１０９等のＣ．Ｉ．アシッド染料、
　Ｃ．Ｉ．ダイレクトイエロー２、３３、３４、３５、３８、３９、４３、４７、５０、
５４、５８、６８、６９、７０、７１、８６、９３、９４、９５、９８、１０２、１０８
、１０９、１２９、１３６、１３８、１４１；
　Ｃ．Ｉ．ダイレクトオレンジ２６、３４、３９、４１、４６、５０、５２、５６、５７
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、６１、６４、６５、６８、７０、９６、９７、１０６、１０７；
　Ｃ．Ｉ．ダイレクトレッド７９、８２、８３、８４、９１、９２、９６、９７、９８、
９９、１０５、１０６、１０７、１７２、１７３、１７６、１７７、１７９、１８１、１
８２、１８４、２０４、２０７、２１１、２１３、２１８、２２０、２２１、２２２、２
３２、２３３、２３４、２４１、２４３、２４６、２５０；
　Ｃ．Ｉ．ダイレクトバイオレット４７、５２、５４、５９、６０、６５、６６、７９、
８０、８１、８２、８４、８９、９０、９３、９５、９６、１０３、１０４；
　Ｃ．Ｉ．ダイレクトブルー１、２、３、６、８、１５、２２、２５、２８、２９、４０
、４１、４２、４７、５２、５５、５７、７１、７６、７７、７８、８０、８１、８４、
８５、８６、８７、９０、９３、９４、９５、９７、９８、９９、１００、１０１、１０
６、１０７、１０８、１０９、１１３、１１４、１１５、１１７、１１９、１２０、１３
７、１４９、１５０、１５３、１５５、１５６、１５８、１５９、１６０、１６１、１６
２、１６３、１６４、１６５、１６６、１６７、１６８、１７０、１７１、１７２、１７
３、１８８、１８９、１９０、１９２、１９３、１９４、１９５、１９６、１９８、１９
９、２００、２０１、２０２、２０３、２０７、２０９、２１０、２１２、２１３、２１
４、２２２、２２５、２２６、２２８、２２９、２３６、２３７、２３８、２４２、２４
３、２４４、２４５、２４６、２４７、２４８、２４９、２５０、２５１、２５２、２５
６、２５７、２５９、２６０、２６８、２７４、２７５、２９３；
　Ｃ．Ｉ．ダイレクトグリーン２５、２７、３１、３２、３４、３７、６３、６５、６６
、６７、６８、６９、７２、７７、７９、８２等のＣ．Ｉ．ダイレクト染料、
　Ｃ．Ｉ．ディスパースイエロー５１、５４、７６、８２、１８４；
　Ｃ．Ｉ．ディスパースバイオレット２６、２７；
　Ｃ．Ｉ．ディスパースブルー１、１４、５６、６０等のＣ．Ｉ．ディスパース染料、
　Ｃ．Ｉ．ベーシックレッド１、９、１０；
　Ｃ．Ｉ．ベーシックバイオレット２、１０；
　Ｃ．Ｉ．ベーシックブルー１、３、５、７、９、１９、２１、２２、２４、２５、２６
、２８、２９、４０、４１、４５、４７、５４、５８、５９、６０、６４、６５、６６、
６７、６８、８１、８３、８８、８９；
　Ｃ．Ｉ．ベーシックグリーン１；等のＣ．Ｉ．ベーシック染料、
　Ｃ．Ｉ．リアクティブイエロー２，７６，１１６；
　Ｃ．Ｉ．リアクティブオレンジ１６；
　Ｃ．Ｉ．リアクティブレッド３６；等のＣ．Ｉ．リアクティブ染料
　Ｃ．Ｉ．モーダントイエロー５、８、１０、１６、２０、２６、３０、３１、３３、４
２、４３、４５、５６、６１、６２、６５；
　Ｃ．Ｉ．モーダントオレンジ３、４、５、８、１２、１３、１４、２０、２１、２３、
２４、２８、２９、３２、３４、３５、３６、３７、４２、４３、４７、４８；
　Ｃ．Ｉ．モーダントレッド１、２、３、４、９、１１、１２、１４、１７、１８、１９
、２２、２３、２４、２５、２６、２７、２９、３０、３２、３３、３６、３７、３８、
３９、４１、４２、４３、４５、４６、４８、５２、５３、５６、６２、６３、７１、７
４、７６、７８、８５、８６、８８、９０、９４、９５；
　Ｃ．Ｉ．モーダントバイオレット１、１：１、２、３、４、５、６、７、８、１０、１
１、１４、１５、１６、１７、１８、１９、２１、２２、２３、２４、２７、２８、３０
、３１、３２、３３、３６、３７、３９、４０、４１、４４、４５、４７、４８、４９、
５３、５８；
　Ｃ．Ｉ．モーダントブルー１、２、３、７、８、９、１２、１３、１５、１６、１９、
２０、２１、２２、２３、２４、２６、３０、３１、３２、３９、４０、４１、４３、４
４、４８、４９、５３、６１、７４、７７、８３、８４；
　Ｃ．Ｉ．モーダントグリーン１、３、４、５、１０、１３、１５、１９、２１、２３、
２６、２９、３１、３３、３４、３５、４１、４３、５３等のＣ．Ｉ．モーダント染料、
　Ｃ．Ｉ．バットグリーン１等のＣ．Ｉ．バット染料等が挙げられる。
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　さらに、特開平５－３３３２０７号公報、特開平６－５１１１５号公報、特開平６－１
９４８２８号公報、特開２０１２－６７２２９号公報に記載のフタロシアニン染料；
　特許第４４９２７６０号公報に記載のトリアリールメタン染料；
　特開２０１０－３２９９９号公報、特許第４４９２７６０号公報、特開２０１３－６４
０９６号公報記載のキサンテン染料；
　特開２００８－２４２３２５号公報記載のメチン染料；
　特許第１２９９９４８号公報、特開２０１３－２３１１６５号公報に記載のクマリン染
料等が挙げられる。
　赤色着色組成物に用いられる着色剤（Ａ）［以下、該着色剤を「着色剤（ＡＲ）」と称
することがある。］のうち、顔料としては、ジケトピロロピロール顔料、アゾ顔料、アン
トラキノン顔料、キノフタロン顔料、イソインドリン顔料、アゾメチン顔料が好ましい。
色相は、赤色に加え、橙色、黄色の顔料が好ましい。
　ジケトピロロピロール顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ７１、７３、Ｃ．Ｉ
．ピグメントレッド２５４、２５５、２６４、２７０、２７２、特表２０１１－５２３４
３３号公報記載の顔料等が挙げられる。
　アゾ顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１、３、７４、１５０、１８０、１９
４、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ３６、３８、６４、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド９、１７
０、１７６、１８７、Ｃ．Ｉ．ピグメントブラウン２５等のモノアゾ顔料；Ｃ．Ｉ．ピグ
メントイエロー１２、１３、１４、１６、１７、８１、８３、９３、９４、１２７、１２
８、１６６、１８０、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ１３、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１４
４、１６６、２４２、Ｃ．Ｉ．ピグメントブラウン２３等のジスアゾ顔料が挙げられる。
　アントラキノン顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１４７、Ｃ．Ｉ．ピグメン
トレッド１７７等が挙げられる。
　キノフタロン顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１３８等が挙げられる。
　イソインドリン顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１０９、１１０、１３９、
１７３、１８５、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ６１等が挙げられる。
　アゾメチン顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１２９、Ｃ．Ｉ．ピグメントレ
ッド６５等が挙げられる。
　着色剤（ＡＲ）のうち、染料としては、アゾ染料、アゾ金属錯塩染料、キサンテン染料
、クマリン染料が好ましい。着色剤（ＡＲ）の色相は、赤色にくわえ、橙色、黄色の染料
が好ましい。
　アゾ染料としては、Ｃ．Ｉ．ソルベントイエロー４、１４、１５、２３、２４、６８、
９９、１６２；Ｃ．Ｉ．ソルベントオレンジ２、７；Ｃ．Ｉ．ソルベントレッド１２５；
Ｃ．Ｉ．アシッドイエロー９、１１、１７、２３、２５、２９、３４、３６、３８、４０
、４２、６５、７２、７６、１３５、１４４、１６８、１６９、１７２、１７８、１９０
、１９３；Ｃ．Ｉ．アシッドオレンジ６、７、８、１０、１２、５０、５１、５２、５６
、６３、９４、９５；Ｃ．Ｉ．アシッドレッド１、４、８、１４、１７、１８、２６、２
７、２９、３１、３３、３４、３５、３７、４０、４２、４４、５７、６６、７３、７６
、８８、９７、１０６、１１１、１１４、１３３、１３４、１３８、１５０、１５１、１
５５、１５８、１６０、１７２、１７６、２２８、２４９、２５２、２５７、２６０、２
６１、２６６、２７４、２８０；Ｃ．Ｉ．ダイレクトイエロー２、３３、３４、３５、５
０、６９、７０、７１、８６、９３、９４、９５、９８、１０２、１０９、１２９、１３
６；Ｃ．Ｉ．ダイレクトオレンジ２６、５０、５６、６４、９６、９７、１０６、１０７
；Ｃ．Ｉ．ダイレクトレッド７９、８３、８４、９７、９８、１０７、１７２、１７３、
１７６、１７７、１７９、１８１、１８２、２０４、２０７、２１１、２１３、２１８、
２２１、２２２、２３２、２３３、２３４；Ｃ．Ｉ．ディスパースイエロー７６；Ｃ．Ｉ
．リアクティブイエロー２，７６；Ｃ．Ｉ．リアクティブオレンジ１６；Ｃ．Ｉ．リアク
ティブレッド３６；Ｃ．Ｉ．モーダントイエロー８、１０、１６、２０、２６、３０、３
１、４２、４３、４５、６１、６２；Ｃ．Ｉ．モーダントオレンジ３、４、８、１２、２
４、２８、２９、３２、３５、３６、３７、４２、４３、４８；Ｃ．Ｉ．モーダントレッ
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ド１、９、１２、１４、１７、１８、１９、２３、２４、２５、２６、３０、３２、３３
、３６、３７、３９、４１、４３、４８、７１、７４、８５、８６、８８、９０、９４、
９５等が挙げられる。
　アゾ金属錯塩染料としては、Ｃ．Ｉ．ソルベントイエロー８２；Ｃ．Ｉ．ソルベントオ
レンジ１１、５６；Ｃ．Ｉ．ソルベントレッド１３０；Ｃ．Ｉ．アシッドイエロー１２３
、１２８、１３４、１３８、１３９、１４０、１５０、１６０、１７７、１７９；Ｃ．Ｉ
．アシッドオレンジ１０７、１０８；Ｃ．Ｉ．アシッドレッド２１１、２５８、２６８、
２７０、２７７、２８１、３０８、３１２、３１５、３１６、３３９、３４１、３４６、
３４９；Ｃ．Ｉ．ダイレクトレッド９９、１０６等が挙げられる。
　キサンテン染料としては、Ｃ．Ｉ．ソルベントイエロー９８；Ｃ．Ｉ．ソルベントレッ
ド４５、４９；Ｃ．Ｉ．アシッドレッド５０、５１、５２、８７、９１、９２、９４、９
５、９８、２８９；Ｃ．Ｉ．ベーシックレッド１；Ｃ．Ｉ．モーダントレッド２７等が挙
げられる。
　着色剤（ＡＲ）は、アゾ染料、アゾ金属錯塩染料、キサンテン染料及びクマリン染料か
らなる群より選択される染料と、ジケトピロロピロール顔料、アゾ顔料、アントラキノン
顔料、キノフタロン顔料、イソインドリン顔料及びアゾメチン顔料からなる群より選択さ
れる顔料とを含むことが好ましい。
　赤色着色組成物において、着色剤（ＡＲ）の好ましい組合せとしては、ジケトピロロピ
ロール顔料／キノフタロン顔料、ジケトピロロピロール顔料／イソインドリン顔料、ジケ
トピロロピロール顔料／アゾメチン顔料、ジケトピロロピロール顔料／アゾ顔料、アゾ顔
料／ジケトピロロピロール顔料／キノフタロン顔料、アゾ顔料／キノフタロン顔料、アゾ
顔料／アゾメチン顔料、アゾ顔料／イソインドリン顔料；ジケトピロロピロール顔料／ク
マリン染料、ジケトピロロピロール顔料／アゾ染料、アゾ顔料／クマリン染料、アゾ顔料
／アゾ染料、アゾメチン顔料／アゾ金属錯塩染料、キノフタロン顔料／アゾ金属錯塩染料
、イソインドリン顔料／アゾ金属錯塩染料、アゾ顔料／アゾ金属錯塩染料、アゾメチン顔
料／キサンテン染料、アゾ顔料／キサンテン染料；アゾ金属錯塩染料／クマリン染料、ア
ゾ金属錯塩染料／アゾ染料、キサンテン染料／クマリン染料、キサンテン染料／アゾ染料
、アゾ金属錯塩染料／キサンテン染料等が挙げられ、より好ましくは、ジケトピロロピロ
ール顔料／イソインドリン顔料、ジケトピロロピロール顔料／アゾ顔料、アゾ顔料／キノ
フタロン顔料、アゾ顔料／イソインドリン顔料、アゾ顔料／クマリン染料、アゾ顔料／ア
ゾ金属錯塩染料、アゾ金属錯塩染料／クマリン染料、及びキサンテン染料／クマリン染料
である。このような組合せの着色剤を含む赤色着色組成物から形成される赤色カラーフィ
ルタを適用することにより、高い輝度を示す液晶表示装置が得られる。
　緑色着色組成物に用いられる着色剤（Ａ）［以下、該着色剤を「着色剤（ＡＧ）」と称
することがある。］のうち、顔料としては、フタロシアニン顔料等が好ましく、ハロゲン
化フタロシアニン顔料がより好ましい。
　フタロシアニン顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン７、３６、５８、Ｃ．Ｉ．
ピグメントブルー７９、特開２００４－７０３４２号公報、特開２００８－１９３８３号
公報、特開２００７－３２０９８６号公報記載の顔料等が挙げられる。
　着色剤（ＡＧ）のうち、染料としては、フタロシアニン染料、トリアリールメタン染料
、スクワリリウム染料等が好ましい。
　フタロシアニン染料としては、Ｃ．Ｉ．ソルベントグリーン；特開２０１２－６７２２
９号公報記載の染料等が挙げられる。
　トリアリールメタン染料としては、Ｃ．Ｉ．ソルベントグリーン１；Ｃ．Ｉ．アシッド
グリーン２５、２７、４１；Ｃ．Ｉ．ベーシックグリーン１；Ｃ．Ｉ．モーダントグリー
ン３、１３、２１、２３、３１等が挙げられる。
　スクワリリウム染料としては、特許公開２０１２－１３９４５号、韓国特許公開第１０
－２０１３－００７２９５３号、韓国特許公開第１０－２０１３－００７４３６３号記載
の染料等が挙げられる。
　着色剤（ＡＧ）は、上記の色素に加えて、さらに黄色色素を含むことが好ましい。この
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ような黄色色素のうち、黄色顔料としては、アゾ顔料、キノフタロン顔料、イソインドリ
ン顔料、アゾメチン顔料が好ましい。
　アゾ顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１、３、１２、１３、１４、１６、１
７、７４、８１、８３、９３、９４、１２７、１２８、１５０、１６６、１８０、１９４
等が挙げられる。
　キノフタロン顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１３８等が挙げられる。
　イソインドリン顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１０９、１１０、１３９、
１７３、１８５等が挙げられる。
　アゾメチン顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１２９等が挙げられる。
　黄色染料としては、アゾ染料、クマリン染料、ポリメチン染料、キノリン染料、スチリ
ル染料が好ましい。
　着色剤（ＡＧ）は、フタロシアニン染料、トリアリールメタン染料及びスクワリリウム
染料からなる群より選択される染料とフタロシアニン顔料とを含むことが好ましい。
　緑色着色組成物において、着色剤（ＡＧ）の好ましい組合せとしては、フタロシアニン
顔料／アゾメチン顔料、フタロシアニン顔料／イソインドリン顔料、フタロシアニン顔料
／アゾ顔料、フタロシアニン顔料／フタロシアニン染料、フタロシアニン顔料／クマリン
染料、フタロシアニン顔料／アゾ染料、アゾメチン顔料／フタロシアニン染料、イソイン
ドリン顔料／フタロシアニン染料、フタロシアニン顔料／スクワリリウム染料、イソイン
ドリン顔料／スクワリリウム染料、イソインドリン顔料／スクワリリウム染料／クマリン
染料、フタロシアニン顔料／スクワリリウム染料／クマリン染料、フタロシアニン染料／
クマリン染料、フタロシアニン染料／アゾ染料、スクワリリウム染料／クマリン染料、ス
クワリリウム染料／アゾ染料等が挙げられ、より好ましくは、フタロシアニン顔料／イソ
インドリン顔料、フタロシアニン顔料／クマリン染料、イソインドリン顔料／スクワリリ
ウム染料／クマリン染料、及びフタロシアニン顔料／スクワリリウム染料／クマリン染料
である。このような組合せの着色剤を含む緑色着色組成物から形成される緑色カラーフィ
ルタを適用することにより、高い輝度を示す液晶表示装置が得られる。
　青色着色組成物に用いられる着色剤（Ａ）［以下、該着色剤を「着色剤（ＡＢ）」と称
することがある。］のうち、顔料としては、フタロシアニン顔料、アントラキノン顔料、
ジオキサジン顔料が好ましい。
　フタロシアニン顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５、１５：３、１５：４、
１５：６、１６、７９、特開２００４－７０３４２号公報、特開２００８－１９３８３号
公報、特開２００７－３２０９８６号公報記載の顔料等が挙げられる。
　アントラキノン顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー６０等が挙げられる。
　ジオキサジン顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー８０、Ｃ．Ｉ．ピグメントバイ
オレット２３、３７等が挙げられる。
　着色剤（ＡＢ）のうち、染料としては、フタロシアニン染料、トリアリールメタン染料
、アントラキノン染料、キサンテン染料及びメチン染料が好ましい。着色剤（ＡＢ）の色
相は、青色に加え、紫色、赤色の染料が好ましい。
　フタロシアニン染料としては、Ｃ．Ｉ．ソルベントブルー２５、３８、４４、６４、６
７、７０；Ｃ．Ｉ．アシッドブルー１８５、２４２、２４３、２４９；Ｃ．Ｉ．ダイレク
トブルー８６、８７、１８９、１９４；Ｃ．Ｉ．モーダントブルー７７等が挙げられる。
　トリアリールメタン染料としては、Ｃ．Ｉ．ソルベントブルー２、４、５、４３；Ｃ．
Ｉ．アシッドブルー１、３、５、７、９、１１、１３、１５、１７、２２、２４、２６、
３４、４８、７５、８３、８６、８８、９０、９０：１、９１、９３、９９．１００、１
０３、１０４、１０８、１０９、１１０、１１９、１２３、１４７、２１３、２６９；Ｃ
．Ｉ．アシッドバイオレット１５、１６、１７、１９、２１、２３、２４、２５、３８、
４９、７２；Ｃ．Ｉ．ベーシックブルー１、３、７、２６、８１、８３、８８、８９；Ｃ
．Ｉ．ベーシックバイオレット２；Ｃ．Ｉ．モーダントブルー１、３；Ｃ．Ｉ．モーダン
トバイオレット１、３、６、８、１０、１１、１５、１６、１７、１８、１９、２１、２
３、２７、２８、３３、３６、３９、４９等が挙げられる。
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　アントラキノン染料としては、Ｃ．Ｉ．ソルベントブルー１４、１８、３６、４５、５
８、５９、６３、６８、６９、７８、７９、８３；Ｃ．Ｉ．ソルベントバイオレット１１
、１３、１４、２６；Ｃ．Ｉ．ソルベントレッド１１１、１４３、１４５、１４６、１５
０、１５１；Ｃ．Ｉ．アシッドブルー２３、２５、２７、４０、４１、４３、４５、５１
、５４、６２、７８、８０、９６、１２７、１２９、１３８、１４３、１５０、１７５、
２０３、２０４、２０５、２７８、２８０；Ｃ．Ｉ．アシッドバイオレット３４；Ｃ．Ｉ
．ディスパースブルー１、１４、５６、６０；Ｃ．Ｉ．ディスパースバイオレット２６、
２７；Ｃ．Ｉ．モーダントブルー８、２３、２４、３２、４８、７４等が挙げられる。
　キサンテン染料としては、上記の赤色キサンテン染料に加え、Ｃ．Ｉ．アシッドバイオ
レット９、３０、１０２；Ｃ．Ｉ．ベーシックバイオレット１０；特開２０１０－３２９
９９号公報、特許第４４９２７６０号公報、特開２０１３－６４０９６号公報記載の染料
等が挙げられる。
　メチン染料としては、特開２００８－２４２３２５号公報記載の染料等が挙げられる。
　着色剤（ＡＢ）は、フタロシアニン染料、トリアリールメタン染料、アントラキノン染
料、キサンテン染料及びメチン染料からなる群より選択される染料とフタロシアニン顔料
、アントラキノン顔料及びジオキサジン顔料からなる群より選択される顔料とを含むこと
が好ましい。
　青色着色組成物において、着色剤（ＡＢ）の好ましい組合せとしては、フタロシアニン
顔料／ジオキサジン顔料、フタロシアニン顔料／キサンテン染料、フタロシアニン顔料／
トリアリールメタン染料、トリアリールメタン染料／キサンテン染料、メチン染料／キサ
ンテン染料等が挙げられ、より好ましくは、フタロシアニン顔料／キサンテン染料、及び
トリアリールメタン染料／キサンテン染料である。このような組合せの着色剤を含む青色
着色組成物から形成される青色カラーフィルタを適用することにより、高い輝度を示す液
晶表示装置が得られる。
　各着色組成物において、着色剤（Ａ）の含有率は、固形分に対して、好ましくは５～６
５質量％であり、より好ましくは８～６０質量％であり、さらに好ましくは１０～５５質
量％である。
　着色剤（Ａ）の含有量が前記の範囲内にあると、カラーフィルタとしたときの色濃度が
十分であり、かつ組成物中に結合剤（Ｗ）を必要量含有させることができるので、機械的
強度、耐薬品性等の耐久性に優れたカラーフィルタを形成することができる。
　ここで、本明細書における「固形分」とは、着色剤（Ａ）と結合剤（Ｗ）との合計量の
ことをいう。固形分及び各成分の含有率は、例えば、液体クロマトグラフィー又はガスク
ロマトグラフィー等の公知の分析手段で測定することができる。
　着色組成物（Ｚ）は、結合剤（Ｗ）として、樹脂（Ｂ）及び重合性化合物（Ｃ）を含む
ことが好ましく、さらに、重合開始剤（Ｄ）を含むことがより好ましい。
　樹脂（Ｂ）は、特に限定されないが、アルカリ可溶性樹脂であることが好ましい。樹脂
（Ｂ）としては、以下の樹脂［Ｋ１］～［Ｋ６］等が挙げられる。
　樹脂［Ｋ１］；不飽和カルボン酸及び不飽和カルボン酸無水物からなる群から選ばれる
少なくとも１種（ａ）（以下「（ａ）」という場合がある）と、炭素数２～４の環状エー
テル構造とエチレン性不飽和結合とを有する単量体（ｂ）（以下「（ｂ）」という場合が
ある）との共重合体；
　樹脂［Ｋ２］；（ａ）と（ｂ）と、（ａ）と共重合可能な単量体（ｃ）（ただし、（ａ
）及び（ｂ）とは異なる。）（以下「（ｃ）」という場合がある）との共重合体；
　樹脂［Ｋ３］；（ａ）と（ｃ）との共重合体；
　樹脂［Ｋ４］；（ａ）と（ｃ）との共重合体に（ｂ）を反応させた樹脂；
　樹脂［Ｋ５］；（ｂ）と（ｃ）との共重合体に（ａ）を反応させた樹脂；
　樹脂［Ｋ６］；（ｂ）と（ｃ）との共重合体に（ａ）を反応させ、さらにカルボン酸無
水物を反応させた樹脂。
　（ａ）としては、例えば、アクリル酸、メタクリル酸、クロトン酸、ｏ－、ｍ－、ｐ－
ビニル安息香酸、マレイン酸、フマル酸、シトラコン酸、メサコン酸、イタコン酸、３－
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ビニルフタル酸、４－ビニルフタル酸、３，４，５，６－テトラヒドロフタル酸、１，２
，３，６－テトラヒドロフタル酸、ジメチルテトラヒドロフタル酸、１，４－シクロヘキ
センジカルボン酸、メチル－５－ノルボルネン－２，３－ジカルボン酸等のカルボン酸；
　無水マレイン酸、シトラコン酸無水物、イタコン酸無水物、３－ビニルフタル酸無水物
、４－ビニルフタル酸無水物、３，４，５，６－テトラヒドロフタル酸無水物、１，２，
３，６－テトラヒドロフタル酸無水物、ジメチルテトラヒドロフタル酸無水物、５，６－
ジカルボキシビシクロ［２．２．１］ヘプト－２－エン無水物等のカルボン酸無水物；等
が挙げられる。
　（ｂ）としては、グリシジル（メタ）アクリレート、β－メチルグリシジル（メタ）ア
クリレート、β－エチルグリシジル（メタ）アクリレート、グリシジルビニルエーテル、
ビニルベンジルグリシジルエーテル、α－メチルビニルベンジルグリシジルエーテル、２
，３－ビス（グリシジルオキシメチル）スチレン、２，４－ビス（グリシジルオキシメチ
ル）スチレン、２，５－ビス（グリシジルオキシメチル）スチレン、２，６－ビス（グリ
シジルオキシメチル）スチレン、２，３，４－トリス（グリシジルオキシメチル）スチレ
ン、２，３，５－トリス（グリシジルオキシメチル）スチレン、２，３，６－トリス（グ
リシジルオキシメチル）スチレン、３，４，５－トリス（グリシジルオキシメチル）スチ
レン、２，４，６－トリス（グリシジルオキシメチル）スチレン、ビニルシクロヘキセン
モノオキサイド、１，２－エポキシ－４－ビニルシクロヘキサン（例えば、セロキサイド
（登録商標）２０００；（株）ダイセル製）、３，４－エポキシシクロヘキシルメチル（
メタ）アクリレート（例えば、サイクロマー（登録商標）Ａ４００；（株）ダイセル製）
、３，４－エポキシシクロヘキシルメチル（メタ）アクリレート（例えば、サイクロマー
（登録商標）Ｍ１００；（株）ダイセル製）、３，４－エポキシトリシクロ［５．２．１
．０２．６］デシル（メタ）アクリレート等のオキシラニル基とエチレン性不飽和結合と
を有する単量体；
　３－メチル－３－（メタ）アクリロイルオキシメチルオキセタン、３－エチル－３－（
メタ）アクリロイルオキシメチルオキセタン、３－メチル－３－（メタ）アクリロイルオ
キシエチルオキセタン、３－エチル－３－（メタ）メタクリロイルオキシエチルオキセタ
ン等のオキセタニル基とエチレン性不飽和結合とを有する単量体；
　テトラヒドロフルフリルアクリレート（例えば、ビスコートＶ＃１５０、大阪有機化学
工業（株）製）、テトラヒドロフルフリルメタクリレート等のテトラヒドロフリル基とエ
チレン性不飽和結合とを有する単量体；等が挙げられる。
　（ｃ）としては、例えば、メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート
、ｎ－ブチル（メタ）アクリレート、ｓｅｃ－ブチル（メタ）アクリレート、ｔｅｒｔ－
ブチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート、ドデシル（メ
タ）アクリレート、ラウリル（メタ）アクリレート、ステアリル（メタ）アクリレート、
シクロペンチル（メタ）アクリレート、シクロヘキシル（メタ）アクリレート、２－メチ
ルシクロヘキシル（メタ）アクリレート、トリシクロ［５．２．１．０２．６］デカン－
８－イル（メタ）アクリレート（当該技術分野では、慣用名として「ジシクロペンタニル
（メタ）アクリレート」といわれている。「トリシクロデシル（メタ）アクリレート」と
いう場合がある。）、トリシクロ［５．２．１．０２．６］デセン－８－イル（メタ）ア
クリレート（当該技術分野では、慣用名として「ジシクロペンテニル（メタ）アクリレー
ト」といわれている。）、ジシクロペンタニルオキシエチル（メタ）アクリレート、イソ
ボルニル（メタ）アクリレート、アダマンチル（メタ）アクリレート、アリル（メタ）ア
クリレート、プロパルギル（メタ）アクリレート、フェニル（メタ）アクリレート、ナフ
チル（メタ）アクリレート、ベンジル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシエチル（メ
タ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、マレイン酸ジエチル
、フマル酸ジエチル、イタコン酸ジエチル、ビシクロ［２．２．１］ヘプト－２－エン、
Ｎ－フェニルマレイミド、Ｎ－シクロヘキシルマレイミド、Ｎ－ベンジルマレイミド、ス
チレン、α－メチルスチレン、ビニルトルエン、ｐ－メトキシスチレン、（メタ）アクリ
ロニトリル、塩化ビニル、塩化ビニリデン、（メタ）アクリルアミド、酢酸ビニル、１，
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３－ブタジエン、イソプレン、２，３－ジメチル－１，３－ブタジエン等が挙げられる。
　樹脂［Ｋ１］～［Ｋ３］は、文献「高分子合成の実験法」（大津隆行著　発行所（株）
化学同人　第１版第１刷　１９７２年３月１日発行）に記載された方法及び当該文献に記
載された引用文献を参考にして製造することができる。
　樹脂［Ｋ４］は、（ａ）と（ｃ）との共重合体を得て、該共重合体に、（ｂ）が有する
炭素数２～４の環状エーテルを（ａ）が有するカルボン酸及び／又はカルボン酸無水物に
付加させることにより製造することができる。
　樹脂［Ｋ５］は、（ｂ）と（ｃ）との共重合体を得て、該共重合体が有する（ｂ）に由
来する環状エーテルに、（ａ）が有するカルボン酸又はカルボン酸無水物を反応させるこ
とにより製造することができる。
　樹脂［Ｋ６］は、樹脂［Ｋ５］に、さらにカルボン酸無水物を反応させることにより製
造することができる。該カルボン酸無水物としては、（ａ）として挙げたカルボン酸無水
物と同様の化合物が挙げられる。
　樹脂（Ｂ）としては、具体的に、３，４－エポキシシクロヘキシルメチル（メタ）アク
リレート／（メタ）アクリル酸共重合体、３，４－エポキシトリシクロ［５．２．１．０
２．６］デシルアクリレート／（メタ）アクリル酸共重合体等の樹脂［Ｋ１］；グリシジ
ル（メタ）アクリレート／ベンジル（メタ）アクリレート／（メタ）アクリル酸共重合体
、グリシジル（メタ）アクリレート／スチレン／（メタ）アクリル酸共重合体、３，４－
エポキシトリシクロ［５．２．１．０２．６］デシルアクリレート／（メタ）アクリル酸
／Ｎ－シクロヘキシルマレイミド共重合体、３－メチル－３－（メタ）アクリルロイルオ
キシメチルオキセタン／（メタ）アクリル酸／スチレン共重合体等の樹脂［Ｋ２］；ベン
ジル（メタ）アクリレート／（メタ）アクリル酸共重合体、スチレン／（メタ）アクリル
酸共重合体等の樹脂［Ｋ３］；ベンジル（メタ）アクリレート／（メタ）アクリル酸共重
合体にグリシジル（メタ）アクリレートを付加させた樹脂、トリシクロデシル（メタ）ア
クリレート／スチレン／（メタ）アクリル酸共重合体にグリシジル（メタ）アクリレート
を付加させた樹脂、トリシクロデシル（メタ）アクリレート／ベンジル（メタ）アクリレ
ート／（メタ）アクリル酸共重合体にグリシジル（メタ）アクリレートを付加させた樹脂
等の樹脂［Ｋ４］；トリシクロデシル（メタ）アクリレート／グリシジル（メタ）アクリ
レートの共重合体に（メタ）アクリル酸を反応させた樹脂、トリシクロデシル（メタ）ア
クリレート／スチレン／グリシジル（メタ）アクリレートの共重合体に（メタ）アクリル
酸を反応させた樹脂等の樹脂［Ｋ５］；トリシクロデシル（メタ）アクリレート／グリシ
ジル（メタ）アクリレートの共重合体に（メタ）アクリル酸を反応させた樹脂にさらにテ
トラヒドロフタル酸無水物を反応させた樹脂等の樹脂［Ｋ６］等が挙げられる。
　樹脂（Ｂ）のポリスチレン換算の重量平均分子量は、好ましくは３，０００～１００，
０００であり、より好ましくは５，０００～５０，０００であり、さらに好ましくは５，
０００～３０，０００である。分子量が前記の範囲内にあると、カラーフィルタの硬度が
向上し、残膜率が高く、未露光部の現像液に対する溶解性が良好で、着色パターンの解像
度が向上する傾向がある。
　樹脂（Ｂ）の分子量分布［重量平均分子量（Ｍｗ）／数平均分子量（Ｍｎ）］は、好ま
しくは１．１～６であり、より好ましくは１．２～４である。
　樹脂（Ｂ）の酸価は、好ましくは５０～１７０ｍｇ－ＫＯＨ／ｇであり、より好ましく
は６０～１５０、さらに好ましくは７０～１３５ｍｇ－ＫＯＨ／ｇである。ここで酸価は
樹脂（Ｂ）１ｇを中和するに必要な水酸化カリウムの量（ｍｇ）として測定される値であ
り、例えば水酸化カリウム水溶液を用いて滴定することにより求めることができる。
　樹脂（Ｂ）の含有率は、固形分に対して、好ましくは７～６５質量％であり、より好ま
しくは１３～６０質量％であり、さらに好ましくは１７～５５質量％である。樹脂（Ｂ）
の含有率が、前記の範囲内にあると、カラーフィルタの解像度及び残膜率が向上する傾向
がある。
　重合性化合物（Ｃ）は、重合開始剤（Ｄ）から発生した活性ラジカル及び／又は酸によ
って重合しうる化合物であり、重合性のエチレン性不飽和結合を有する化合物等が挙げら
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れ、好ましくは（メタ）アクリル酸エステル化合物である。
　重合性化合物（Ｃ）は、エチレン性不飽和結合を３つ以上有する重合性化合物であるこ
とが好ましい。このような重合性化合物としては、例えば、トリメチロールプロパントリ
（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレート、ペンタエリス
リトールテトラ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールペンタ（メタ）アクリレ
ート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート、トリペンタエリスリトール
オクタ（メタ）アクリレート、トリペンタエリスリトールヘプタ（メタ）アクリレート、
テトラペンタエリスリトールデカ（メタ）アクリレート、テトラペンタエリスリトールノ
ナ（メタ）アクリレート、トリス（２－（メタ）アクリロイルオキシエチル）イソシアヌ
レート、エチレングリコール変性ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレート、エ
チレングリコール変性ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート、プロピレン
グリコール変性ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレート、プロピレングリコー
ル変性ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート、カプロラクトン変性ペンタ
エリスリトールテトラ（メタ）アクリレート、カプロラクトン変性ジペンタエリスリトー
ルヘキサ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールペンタ（メタ）アクリレートの
コハク酸付加物等が挙げられる。
　重合性化合物（Ｃ）の重量平均分子量は、好ましくは１５０～２，９００、より好まし
くは２５０～１，５００である。
　重合性化合物（Ｃ）の含有率は、固形分に対して、７～６５質量％であることが好まし
く、より好ましくは１３～６０質量％であり、さらに好ましくは１７～５５質量％である
。重合性化合物（Ｃ）の含有率が、前記の範囲内にあると、カラーフィルタ形成時の残膜
率及びカラーフィルタの耐薬品性が向上する傾向がある。
　重合開始剤（Ｄ）は、光や熱の作用により活性ラジカル、酸等を発生し、重合を開始し
うる化合物であれば特に限定されることなく、公知の重合開始剤を用いることができる。
活性ラジカルを発生する重合開始剤としては、例えば、アルキルフェノン化合物、トリア
ジン化合物、アシルホスフィンオキサイド化合物、Ｏ－アシルオキシム化合物及びビイミ
ダゾール化合物が挙げられる。これらの化合物としては、特開２００８－８００６８号公
報、特開２０１１－１３２２１５号公報、特開２０１３－２３１１６５号公報、国際公開
２００８／７８６７８号、国際公開２００８／７８６８６号、国際公開２０１２／１３２
５５８号記載の化合物が挙げられる。カラーフィルタ形成時の感度を向上させるため、重
合開始剤（Ｄ）にはＯ－アシルオキシム化合物が含まれていることが好ましい。
　さらに、必要に応じて、重合開始助剤を併用してもよい。重合開始助剤は、重合開始剤
によって重合が開始された重合性化合物の重合を促進するために用いられる化合物、もし
くは増感剤であり、例えば、アミン化合物、アルコキシアントラセン化合物、チオキサン
トン化合物及びカルボン酸化合物等が挙げられる。
　重合開始剤（Ｄ）の含有量は、樹脂（Ｂ）及び重合性化合物（Ｃ）の合計量１００質量
部に対して、好ましくは０．１～３０質量部であり、より好ましくは１～２０質量部であ
る。重合開始剤（Ｄ）の含有量が、前記の範囲内にあると、高感度化して露光時間が短縮
される傾向があるためカラーフィルタの生産性が向上する。
　重合開始助剤を用いる場合、その含有量は、樹脂（Ｂ）及び重合性化合物（Ｃ）の合計
量１００質量部に対して、好ましくは０．１～３０質量部、より好ましくは１～２０質量
部である。重合開始助剤の量がこの範囲内にあると、さらに高感度でカラーフィルタを形
成できる傾向がある。
　結合剤（Ｗ）には、必要に応じて、レベリング剤、充填剤、他の高分子化合物、密着促
進剤、酸化防止剤、光安定剤、連鎖移動剤等、当該技術分野で公知の添加剤がさらに含ま
れていてもよい。
　溶剤（Ｅ）は、結合剤（Ｗ）を溶解するものであれば特に限定されず、当該分野で通常
使用される溶剤を用いることができる。例えば、エステル溶剤（分子内に－ＣＯＯ－を含
み、－Ｏ－を含まない溶剤）、エーテル溶剤（分子内に－Ｏ－を含み、－ＣＯＯ－を含ま
ない溶剤）、エーテルエステル溶剤（分子内に－ＣＯＯ－と－Ｏ－とを含む溶剤）、ケト
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ン溶剤（分子内に－ＣＯ－を含み、－ＣＯＯ－を含まない溶剤）、アルコール溶剤（分子
内にＯＨを含み、－Ｏ－、－ＣＯ－及び－ＣＯＯ－を含まない溶剤）、芳香族炭化水素溶
剤、アミド溶剤、ジメチルスルホキシド等が挙げられる。これらの溶剤としては、例えば
、特開２０１３－２３１１６５号公報記載の溶剤が挙げられる。
　溶剤としては、塗布性、乾燥性の点から、１ａｔｍにおける沸点が１２０℃以上１８０
℃以下である有機溶剤が好ましい。このような溶剤としては、プロピレングリコールモノ
メチルエーテルアセテート、乳酸エチル、プロピレングリコールモノメチルエーテル、３
－エトキシプロピオン酸エチル、エチレングリコールモノメチルエーテル、ジエチレング
リコールモノメチルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテル、４－ヒドロキ
シ－４－メチル－２－ペンタノン及びＮ，Ｎ－ジメチルホルムアミドが好ましい。
　溶剤（Ｅ）の含有率は、着色組成物（Ｚ）の総量に対して、好ましくは７０～９５質量
％であり、より好ましくは７５～９２質量％である。言い換えると、着色組成物（Ｚ）の
固形分は、好ましくは５～３０質量％、より好ましくは８～２５質量％である。溶剤（Ｅ
）の含有量が前記の範囲内にあると、塗布時の平坦性が良好になり、またカラーフィルタ
を形成した際に色濃度が不足しないために表示特性が良好となる傾向がある。
＜カラーフィルタ層＞
　本発明の液晶表示装置は、カラーフィルタ層を備える。該カラーフィルタ層は、少なく
とも青色、緑色及び赤色のカラーフィルタを有し、さらに、黄色、シアン色及びマゼンタ
色からなる群より選ばれる少なくとも一種のカラーフィルタを有していてもよい。
　さらに、これらのカラーフィルタ間からの光の漏れを抑制し、より高品位な画像を得る
ために、カラーフィルタ間にブラックマトリクスと呼ばれる遮光パターンを有していても
よい。
　カラーフィルタを製造する方法としては、フォトリソグラフ法、インクジェット法、印
刷法等が挙げられる。中でも、フォトリソグラフ法が好ましい。フォトリソグラフ法は、
着色組成物（Ｚ）を基板に塗布し、乾燥させて着色組成物層を形成し、フォトマスクを介
して該着色組成物層を露光して、現像する方法である。
　ブラックマトリクスを形成する方法としては、基板上にクロム及び／又は酸化クロムの
（単層又は積層）膜をスパッタリング等の方法で全面に形成させた後、カラーフィルタを
形成する部分のみエッチングにより除去する方法、遮光成分を分散又は溶解させた感光性
組成物からフォトリソグラフ法により遮光パターンを形成する方法等が挙げられる。
　基板としては、石英ガラス、ホウケイ酸ガラス、アルミナケイ酸塩ガラス、表面をシリ
カコートしたソーダライムガラス等のガラス板や、ポリカーボネート、ポリメタクリル酸
メチル、ポリエチレンテレフタレート等の樹脂板、シリコン、前記基板上にアルミニウム
、銀、銀／銅／パラジウム合金薄膜等を形成したもの等が挙げられる。
　ブラックマトリクスが形成された基板に、例えばフォトリソグラフ法により、着色組成
物（Ｚ）からカラーフィルタを作製する。この操作を赤色、緑色、青色等の各カラーフィ
ルタに対応する色の着色組成物について各々行い、カラーフィルタ層を形成する。
　フォトリソグラフ法によるカラーフィルタの形成は、公知又は慣用の装置や条件で行う
ことができる。例えば、下記のようにして作製することができる。
　まず、着色組成物（Ｚ）を基板上に塗布し、加熱乾燥（プリベーク）及び／又は減圧乾
燥することにより溶剤等の揮発成分を除去して乾燥させ、平滑な着色組成物層を得る。
　塗布方法としては、スピンコート法、スリットコート法、スリット　アンドスピンコー
ト法等が挙げられる。
　加熱乾燥を行う場合の温度は、３０～１２０℃が好ましく、５０～１１０℃がより好ま
しい。また加熱時間としては、１０秒間～６０分間であることが好ましく、３０秒間～３
０分間であることがより好ましい。
　減圧乾燥を行う場合は、５０～１５０Ｐａの圧力下、２０～２５℃の温度範囲で行うこ
とが好ましい。
　着色組成物層の膜厚は、特に限定されず、目的とするカラーフィルタの膜厚に応じて適
宜選択すればよい。
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　次に、着色組成物層は、目的の着色パターンを形成するためのフォトマスクを介して露
光される。該フォトマスク上のパターンは特に限定されず、目的とする用途に応じたパタ
ーンが用いられる。
　露光に用いられる光源としては、２５０～４５０ｎｍの波長の光を発生する光源が好ま
しい。例えば、３５０ｎｍ未満の光を、この波長域をカットするフィルタを用いてカット
したり、４３６ｎｍ付近、４０８ｎｍ付近、３６５ｎｍ付近の光を、これらの波長域を取
り出すバンドパスフィルタを用いて選択的に取り出したりしてもよい。具体的には、水銀
灯、発光ダイオード、メタルハライドランプ、ハロゲンランプ等が挙げられる。
　露光面全体に均一に平行光線を照射したり、フォトマスクと着色組成物層が形成された
基板との正確な位置合わせを行うことができるため、マスクアライナ及びステッパ等の露
光装置を使用することが好ましい。
　露光後の着色組成物層を現像液に接触させて現像することにより、基板上に着色パター
ンが形成される。現像により、着色組成物層の未露光部が現像液に溶解して除去される。
現像液としては、例えば、水酸化カリウム、炭酸水素ナトリウム、炭酸ナトリウム、水酸
化テトラメチルアンモニウム等のアルカリ性化合物の水溶液が好ましい。これらのアルカ
リ性化合物の水溶液中の濃度は、好ましくは０．０１～１０質量％であり、より好ましく
は０．０３～５質量％である。さらに、現像液は、界面活性剤を含んでいてもよい。
　現像方法は、パドル法、ディッピング法及びスプレー法等のいずれでもよい。さらに現
像時に基板を任意の角度に傾けてもよい。
　現像後は、水洗することが好ましい。
　さらに、得られた着色パターンに、ポストベークを行うことが好ましい。ポストベーク
温度は、１５０～２５０℃が好ましく、１６０～２３５℃がより好ましい。ポストベーク
時間は、１～１２０分間が好ましく、１０～６０分間がより好ましい。
　かくして、硬化された着色パターンとしてカラーフィルタが形成される。
　本発明において、赤色のカラーフィルタは式（Ｑ１）を満たし、緑色のカラーフィルタ
は式（Ｑ２）を満たし、青色のカラーフィルタは式（Ｑ３）を満たす。
　式（Ｑ１）：０．１≦ＦＲ×ＣＲ≦１．０
［ＦＲは、赤色カラーフィルタの厚み（μｍ）を表す。ＣＲは、赤色着色組成物における
着色剤（ＡＲ）及び結合剤（ＷＲ）の合計量に対する赤色着色剤の含有率を表す。］
式（Ｑ２）：０．１≦ＦＧ×ＣＧ≦１．２
［ＦＧは、緑色カラーフィルタの厚み（μｍ）を表す。ＣＧは、緑色着色組成物における
着色剤（ＡＧ）及び結合剤（ＷＧ）の合計量に対する着色剤（ＡＧ）の含有率を表す。］
　式（Ｑ３）：０．１≦ＦＢ×ＣＢ≦１．０
　［ＦＢは、青色カラーフィルタの厚み（μｍ）を表す。ＣＢは、青色着色組成物におけ
る着色剤（ＡＢ）及び結合剤（ＷＢ）の合計量に対する着色剤（ＡＢ）の含有率を表す。
］
　カラーフィルタの厚みは、膜厚測定装置を用いて測定することができる。
　本発明において、赤色のカラーフィルタは式（Ｑ１’）を満たすことが好ましく、緑色
のカラーフィルタは式（Ｑ２’）を満たすことが好ましく、青色のカラーフィルタは式（
Ｑ３’）を満たすことが好ましい。
　０．２≦ＦＲ×ＣＲ≦０．８　　　　　（Ｑ１’）
　０．３≦ＦＧ×ＣＧ≦１．１　　　　　（Ｑ２’）
　０．３≦ＦＢ×ＣＢ≦０．９　　　　　（Ｑ３’）
［式中、各符号は上記と同じ意味を表す。］
　カラーフィルタが上記式を満たすことにより、カラーフィルタの色再現性に優れ、かつ
、カラーフィルタ層の製造及びカラーフィルタ層より上層に形成される層（例えば、オー
バーコートや透明電極）を製造する際の耐久性に優れるため、表示装置製造の歩留まりを
向上させることができる。
　本発明において、カラーフィルタ層は、通常、上述の赤色、緑色及び青色の各カラーフ
ィルタに加え、ブラックマトリックスを有する。
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　該カラーフィルタ層は、赤色、緑色及び青色の各カラーフィルタが、それぞれ式（Ｑ１
）、式（Ｑ２）及び式（Ｑ３）を満たすことに加え、さらに、式（Ｑ４）におけるσＦが
０．２以下であることが好ましく、０．１５以下であることがより好ましく、０．０９以
下であることがさらに好ましい。

［式（Ｑ４）中、ＦＡは、ＦＲ、ＦＧ及びＦＢの平均値を表す。］
　σＦが前記の範囲内にあると、カラーフィルタ層の平坦性に優れるため、透明電極の割
れやひびの発生や液晶配向の乱れを抑制できる傾向があり、表示特性に優れる。
　３８０～７８０ｎｍの波長範囲における青色カラーフィルタの最大透過率（ＴＢ）と、
λ１における青色カラーフィルタの透過率（ＴＢＬ）との比（ＴＢＬ／ＴＢ）は、０．８
５以上が好ましく、０．８９以上がより好ましく、０．９１以上がさらに好ましい。
　ＴＢＬ／ＴＢが前記の範囲内にあると、高い明度の青色カラーフィルタとなる傾向があ
る。
　３８０～７８０ｎｍの波長範囲における緑色カラーフィルタの最大透過率（ＴＧ）と、
λ２における緑色カラーフィルタの透過率（ＴＧＬ）との比（ＴＧＬ／ＴＧ）は、０．８
５以上が好ましく、０．８９以上がより好ましく、０．９１以上がさらに好ましい。ＴＧ

Ｌ／ＴＧが前記の範囲内にあると、高い明度の緑色カラーフィルタとなる傾向がある。
　３８０～７８０ｎｍの波長範囲における赤色カラーフィルタの最大透過率（ＴＲ）と、
λ３における赤色カラーフィルタの透過率（ＴＲＬ）との比（ＴＲＬ／ＴＲ）は、０．８
５以上が好ましく、０．８９以上がより好ましく、０．９１以上がさらに好ましい。ＴＲ

Ｌ／ＴＲが前記の範囲内にあると、高い明度の赤色カラーフィルタとなる傾向がある。
　カラーフィルタ層に含まれるカラーフィルタが上記のいずれをも満たしていると、カラ
ーフィルタ層の白色表示における明度も高くなる傾向があるため好ましい。着色組成物中
の着色剤に含まれる染料や顔料の種類や含有率を調整することにより、上記の条件を満た
す着色組成物を調整することができる。
＜発光装置（Ｙ）＞
　発光装置（Ｙ）は、光源（Ｌ）と、量子ドットを含有する色変換層（Ｍ）とを含む。
　発光装置（Ｙ）から放射される光は、発光スペクトルに第一発光ピーク、第二発光ピー
ク及び第三発光ピークを有し、第一発光ピークの波長（λ１）が４２０～４８０ｎｍの範
囲内であり、第二発光ピークの波長（λ２）を５００～５５０ｎｍの範囲内であり、第三
発光ピーク波長（λ３）を５８０～６５０ｎｍの範囲内である。
　光源（Ｌ）としては、エレクトロルミネッセンス、冷陰極管、熱陰極管、発光ダイオー
ド（ＬＥＤ）、レーザ光源及び水銀ランプなどが挙げられる。中でも、発光ダイオード（
ＬＥＤ）が好ましい。
　光源（Ｌ）は、波長４８０ｎｍ以下に発光ピークを有する光であることが好ましく、波
長４２０～４８０ｎｍの範囲に発光ピークを有する光を放射する光源であることがより好
ましい。
　波長４２０～４８０ｎｍの範囲に発光ピークを有する光を放射する光源としては、青色
ＬＥＤ等が挙げられる。波長４２０ｎｍ未満に発光ピークを有する光を放射する光源とし
ては、紫外線レーザ等が挙げられる。
　色変換層（Ｍ）は、通常、母材と、色変換物質として量子ドットとを含む。
　色変換層（Ｍ）が色変換物質として量子ドットを含むことにより、入射光の波長が変換
される。
　色変換層（Ｍ）は、λ１に発光ピークを有する光を、λ２に発光ピークを有する光やλ

３に発光ピークを有する光に変換する層であることが好ましい。
　色変換層（Ｍ）は、色変換物質として、λ１に発光ピークを有する光をλ２に発光ピー
クを有する光に変換する物質（以下「物質２」という場合がある）、及び、λ１に発光ピ
ークを有する光をλ３に発光ピークを有する光に変換する物質（以下「物質３」という場
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合がある）を層内に含むことが好ましい。色変換層（Ｍ）に含まれる物質２と物質３との
質量比は、９：１～２：１であることが好ましい。
　これらの両者を層内に含むことにより、光源（Ｌ）より色変換層（Ｍ）を通過する光は
、色変換物質によって波長変換された光、すなわち、λ２に発光ピークを有する光及びλ

３に発光ピークを有する光とを含むことになる。さらに、色変換物質によって変換されな
かったλ１に発光ピークを有する光も含まれる。
　光源（Ｌ）が波長４２０ｎｍ未満に発光ピークを有する光を放射する光源である場合、
色変換層（Ｍ）は、光源（Ｌ）から放射される光（以下、該光を「放射光」と称する。）
をλ１に発光ピークを有する光に変換する物質、該放射光をλ２に発光ピークを有する光
に変換する物質及び該放射光をλ３に発光ピークを有する光に変換する物質を含むことが
好ましい。これらを層内に含むことにより、光源（Ｌ）より色変換層（Ｍ）を通過する光
は、色変換物質によって波長変換された光、すなわち、λ１に発光ピークを有する光、λ

２に発光ピークを有する光及びλ３に発光ピークを有する光とを含むことになる。
　色変換層（Ｍ）は、特定の波長の光に変換する色変換物質をその母材中に含有するので
、その色変換物質を適宜に選択することにより、様々な波長の光を放射することが可能に
なる。色変換層（Ｍ）は、１つ又は複数の色変換物質を含有する層を少なくとも１つ有す
る。色変換層（Ｍ）において、何種類かの色変換物質を１つの層中に含有させてもよいし
、１種又は２種以上の色変換物質を別々の層中に含有させてもよい。光源からの光と色変
換物質により波長が変換された光とを混色することにより、光源から白色光を放射するこ
とができる。
　色変換層（Ｍ）中に含有される色変換物質は、母材に均一に混合される。この色変換物
質を母材に完全に溶解させるように含有させてもよいし、色変換物質を粒子状とし、この
粒子状色変換物質を母材に均一に分散させてもよい。粒子状色変換物質を母材に分散させ
た場合、光源から外部に向かう光を所望の波長を有する光に変換すると共に、該粒子によ
って散乱させることができるため、放射光強度の方向依存性を制御することも可能となる
。
　母材としては、有機溶剤；樹脂ガラス、モールドガラス、アクリルガラス、クリスタル
ガラス等のガラス；アクリル樹脂、ＡＢＳ（アクリロニトリル・ブタジエン・スチレン）
樹脂の熱可塑性樹脂；エポキシ樹脂等の熱硬化性樹脂；感光性樹脂等が挙げられる。
　色変換層（Ｍ）中における量子ドットの含有率は、通常、０．０１～５０質量％、好ま
しくは０．１～２０質量％である。
　色変換層（Ｍ）は、母材が固体の場合は膜状に成形したものであることが好ましく、母
材が液体の場合は、ガラス等の管状容器（いわゆるキャピラリ）に封入されていることが
好ましい。
　母材が固体の場合、膜状に成形しやすいことから、母体は樹脂であることが好ましく、
上述の熱硬化性樹脂又は感光性樹脂であることがより好ましい。
　膜状に成形する方法としては、押し出し成形；キャスト法による成形等が挙げられる。
　母体が熱硬化性樹脂又は感光性樹脂である場合、母体と量子ドットとを含む組成物を基
板上に塗布し、熱や光照射等により硬化させて、作製することもできる。
　色変換物質は、母材中に均一に分散させることが好ましい。また、色変換物質は、色変
換層（Ｍ）の界面を乱さないように母材内にのみ分散させてもよいし、界面からはみ出し
て界面に凹凸ができるように分散させてもよい。
　色変換層（Ｍ）の界面に凹凸が生じることによって、さらに光の屈折率の調整がなされ
、総合的な屈折率の制御性を向上させることができるため好ましい。
　色変換層（Ｍ）中には、色変換物質として、量子ドットを含む。
　量子ドットは、長径１ｎｍ～１００ｎｍ程度の半導体微粒子であり、半導体のバンドギ
ャップを利用し、紫外光又は可視光を吸収して発光する微粒子である。
　量子ドットとしては、例えば、ＣｄＳ、ＣｄＳｅ、ＣｄＴｅ、ＺｎＳ、ＺｎＳｅ、Ｚｎ
Ｔｅ、ＨｇＳ、ＨｇＳｅ、ＨｇＴｅ、ＣｄＨｇＴｅ、ＣｄＳｅＳ、ＣｄＳｅＴｅ、ＣｄＳ
Ｔｅ、ＺｎＳｅＳ、ＺｎＳｅＴｅ、ＺｎＳＴｅ、ＨｇＳｅＳ、ＨｇＳｅＴｅ、ＨｇＳＴｅ
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、ＣｄＺｎＳ、ＣｄＺｎＳｅ、ＣｄＺｎＴｅ、ＣｄＨｇＳ、ＣｄＨｇＳｅ、ＣｄＨｇＴｅ
、ＨｇＺｎＳ、ＨｇＺｎＳｅ、ＨｇＺｎＴｅ、ＣｄＺｎＳｅＳ、ＣｄＺｎＳｅＴｅ、Ｃｄ
ＺｎＳＴｅ、ＣｄＨｇＳｅＳ、ＣｄＨｇＳｅＴｅ、ＣｄＨｇＳＴｅ、ＨｇＺｎＳｅＳ、Ｈ
ｇＺｎＳｅＴｅ及びＨｇＺｎＳＴｅ等の１２族元素と１６族元素との化合物；
ＧａＮ、ＧａＰ、ＧａＡｓ、ＡｌＮ、ＡｌＰ、ＡｌＡｓ、ＩｎＮ、ＩｎＰ、ＩｎＡｓ、Ｇ
ａＮＰ、ＧａＮＡｓ、ＧａＰＡｓ、ＡｌＮＰ、ＡｌＮＡｓ、ＡｌＰＡｓ、ＩｎＮＰ、Ｉｎ
ＮＡｓ、ＩｎＰＡｓ、ＧａＡｌＮＰ、ＧａＡｌＮＡｓ、ＧａＡｌＰＡｓ、ＧａＩｎＮＰ、
ＧａＩｎＮＡｓ、ＧａＩｎＰＡｓ、ＩｎＡｌＮＰ、ＩｎＡｌＮＡｓ及びＩｎＡｌＰＡｓ等
の１３族元素と１５族元素との化合物；
ＰｄＳ、ＰｂＳｅ、１４族元素と１６族元素との化合物等が挙げられる。
　量子ドットにＳやＳｅが含まれる場合、色変換層（Ｍ）を形成する母材中の反応成分に
よってＳやＳｅが引き抜かれたりすることを防止するために、金属酸化物や有機物で表面
修飾した前記微粒子を使用してもよい。
　上記の化合物を組み合わせてコアシェル構造を形成していてもよい。このような組合せ
としては、例えば、コアがＣｄＳｅであり、シェルがＺｎＳである微粒子が挙げられる。
　量子ドットのエネルギー状態はその大きさに依存するため、粒径を変えることにより自
由に発光波長を選択することが可能である。例えば、ＣｄＳｅのみから構成される量子ド
ットの場合、粒径が２．３ｎｍ、３．０ｎｍ、３．８ｎｍ、４．６ｎｍである量子ドット
は、それぞれピーク波長が５２８ｎｍ、５７０ｎｍ、５９２ｎｍ、６３７ｎｍである蛍光
スペクトルを有する光を発光することができる。量子ドットからの発光光はスペクトル幅
が狭く、このような急峻なピークを有するスペクトルを示す光を組み合わせることにより
、液晶表示装置が表示可能な色域が拡大する。
　さらに、量子ドットは紫外光又は可視光への応答性が高いので、光源から放射される光
を効率良く利用することができる。
　発光装置（Ｙ）から放射される光において、第一発光ピークの半値幅は、好ましくは３
０ｎｍ以下、より好ましくは２５ｎｍ以下である。
　第二発光ピークの半値幅は、好ましくは７０ｎｍ以下、より好ましくは６０ｎｍ以下、
さらに好ましくは４５ｎｍ以下である。
　第三発光ピークの半値幅は、好ましくは７０ｎｍ以下、より好ましくは６０ｎｍ以下、
さらに好ましくは４５ｎｍ以下である。
　本発明における発光装置について、図１及び図２に例を挙げて説明する。
　図１及び図２に示す発光装置は、光源１１、色変換層１２、導光体１９、反射板２７、
拡散シート（図示せず）及び視野角調整シート（図示せず）を含む。
　図１に示す発光装置２５ａにおいては、光源１１から放射された光は導光体１９に入射
し、反射板２７によって進路を変えられて拡散シートで拡散されている。拡散光は視野角
調整シートによって所望の指向性を持つように調整されたのちに色変換層１２を通過し、
発光装置２５ａから出射される。
　発光装置２５ａにおける色変換層１２としては、膜状に成形された色変換層（Ｍ）が好
ましい。
　導光体１９は、例えば、主にポリカーボネート樹脂やアクリル樹脂等の透明熱可塑性樹
脂を含んで構成されており、色変換層１２側の面には、導光体１９内を伝播する光の直進
性を向上させるために、例えば、微細な帯状の凹凸パターンが設けられている。
　反射板２７側の面には、導光体１９内を伝播する光を散乱させるための処理が施されて
いる。該処理としては、例えば、散乱剤をパターン状に印刷する処理、フィラーを含んだ
部位を設ける処理、表面を部分的に粗面にする処理等が挙げられる。
　反射板２７は、例えば、発泡ＰＥＴ（ポリエチレンテレフタレート）、銀蒸着フィルム
、多層膜反射フィルム又は白色ＰＥＴにより構成されている。反射板２７に正反射（鏡面
反射）の機能をもたせる場合には、表面に銀蒸着、アルミニウム蒸着又は多層膜反射等の
処理が施されていることが好ましい。反射板２７が微細形状を有する場合には、例えば、
熱可塑性樹脂を用いた熱プレス成型又は溶融押し出し成型等の方法により微細形状を一体
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的に形成することが好ましい。
　熱可塑性樹脂としては、例えば、ポリカーボネート；ポリメチルメタクリレート等のア
クリル樹脂；ＰＥＴ等のポリエステル樹脂；メチルメタクリレートとスチレンの共重合体
等の非晶性共重合ポリエステル樹脂；ポリスチレン樹脂又はポリ塩化ビニル樹脂等を用い
ることができる。微細形状は、例えは、ＰＥＴ又はガラスからなる基材上に感光性樹脂を
塗布した後、紫外線等を照射して、これにパターンを転写して形成するようにしてもよい
。
　図２に示す発光装置２５ｂにおいては、光源１１から放射された光は色変換層１２を通
過し、導光体１９に入射し、反射板２７によって進路を変えられて拡散シートで拡散され
ている。拡散光は視野角調整シートによって所望の指向性を持つように調整されたのちに
発光装置２５ｂから出射される。
　発光装置２５ｂにおける導光体１９及び反射机２７は上記と同様に形成できる。
　発光装置２５ｂにおける色変換層１２としては、膜状に成形された色変換層（Ｍ）又は
管状容器に封入されている色変換層（Ｍ）が好ましい。
＜本発明の液晶表示装置＞
　本発明の液晶表示装置は、上述のカラーフィルタ層と上述の発光装置とを備えている。
　本発明の液晶表示装置において、カラーフィルタ層は、通常、透明電極、液晶層、画素
電極、基材、配向膜、薄膜トランジスタ、層間絶縁層、偏光板とともに積層体を構成して
いる。該積層体は、上述の発光装置から放射される光が透過するよう備えられる。
　上記積層体は、「液晶ディスプレイ製造装置　用語辞典　第３版」ｐ．５－２２等記載
に準じた方法で作製することができる。上記液晶表示装置は、「液晶ディスプレイ製造装
置　用語辞典　第３版」ｐ．２３－２９等記載に準じた方法で作製することができる。
　本発明の液晶表示装置の一例を図３の液晶表示装置１０ａを挙げて説明する。
　基材１４ａの液晶層１７側には、カラーフィルタ層２４が配置されている。カラーフィ
ルタ層２４は、赤色カラーフィルタ１５Ｒ、緑色カラーフィルタ１５Ｇ及び青色カラーフ
ィルタ１５Ｂ（これらを総称して「カラーフィルタ１５」という場合がある。）、並びに
、ブラックマトリクス２０から構成されている。カラーフィルタ層２４中のカラーフィル
タ１５はそれぞれ、液晶層１７を挟んで画素電極２２に対向する位置に配置され、ブラッ
クマトリクス２０が画素電極間の境界に対向する位置に配置されている。透明電極１６が
カラーフィルタ１５及びブラックマトリクス２０を覆うように液晶層１７側に配置されて
いる。なお、カラーフィルタ層２４と透明電極１６との間にオーバーコート層（図示せず
）を有していてもよい。
　基材１４ｂの液晶層１７側には、薄膜トランジスタ２１と画素電極２２とが規則正しく
配置されている。画素電極２２は、液晶層１７をはさんでカラーフィルタ１５に対向する
位置に配置されている。薄膜トランジスタ２１と画素電極２２との間には、接続孔（図示
せず）を有する層間絶縁膜１８が配置されている。
　基材１４ａ及び基材１４ｂとしては、例えば、石英ガラス、ホウケイ酸ガラス、アルミ
ナケイ酸塩ガラス、表面をシリカコートしたソーダライムガラスなどのガラス基材や、ポ
リカーボネート、ポリメタクリル酸メチル、ポリエチレンテレフタレートなどの樹脂基材
が挙げられる。基材は、例えば、カラーフィルタ１５や薄膜トランジスタ２１等を基材上
に形成する工程で必要とされる温度により、選択することができる。高温に加熱する工程
が必要である場合は、ガラス基材が好ましい。
　薄膜トランジスタ２１としては、高温ポリシリコントランジスタ、低温ポリシリコント
ランジスタ、アモルファスシリコントランジスタが挙げられる。本発明の液晶表示装置を
より小型化するため、ドライバＩＣが基材１４ｂ上に形成されていてもよい。
　透明電極１６と、画素電極２２との間には、液晶層１７が配置されている。液晶層１７
には、基材１４ａ及び基材１４ｂ間の距離を一定に保つために、スペーサ２３が配置され
ている。なお、図３では柱状のスペーサで図示するが、当該スペーサは柱状に限定される
ものではなく、基材１４ａ及び基材１４ｂ間の距離を一定に保つことができれば、その形
状は任意である。
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　各部材は、基材１４ａ、カラーフィルタ層２４、透明電極１６、配向膜（図示せず）、
液晶層１７、配向膜（図示せず）、画素電極２２、層間絶縁膜１８及び薄膜トランジスタ
２１、並びに基材１４ｂの順番で積層されている。
　このような液晶層１７を挟んでいる基材１４ａ及び基材１４ｂの外側にはそれぞれ、偏
光板１３ａ及び１３ｂが設けられている。
　偏光板１３ｂの外側には、発光装置２５が配置されている。
　本発明の液晶表示装置１０ａが透過型液晶表示装置である場合、発光装置２５から放射
された光が偏光板１３ｂに入射する。
　無偏光である入射光のうち、ある一方の直線偏光のみが液晶パネルの偏光板１３ｂを透
過する。この直線偏光は、基材１４ｂ、画素電極２２などを順次透過して液晶層１７に到
る。
　ここで画素電極２２と対向する透明電極１６との間の電位差の有無により、液晶層１７
に含まれる液晶分子の配向状態が変化して、本発明の液晶表示装置１０から出射される光
の輝度が制御される。液晶層１７が、偏光をそのまま透過させる配向状態である場合、液
晶層１７、透明電極１６及びカラーフィルタ１５を透過した光は、偏光板１３ａに吸収さ
れる。このことにより、この画素は黒を表示する。
　逆に、液晶層１７が、偏光を変換して透過させる配向状態である場合、その偏光は液晶
層１７、透明電極１６を透過し、ある特定の波長範囲の光がカラーフィルタ１５を透過し
て偏光板１３ａに到り、液晶表示装置は、カラーフィルタで決まる色を最も明るく表示す
る。これら２つの状態の中間の配向状態では、本発明の液晶表示装置１０から出射される
光の輝度も上記両者の中間となるため、この画素は中間色を表示する。
　本発明の液晶表示装置の一例を、図４に示す液晶表示装置１０ｂを挙げて説明する。
　基材１４ｂの液晶層１７側には、薄膜トランジスタ２１とカラーフィルタ層２４と画素
電極２２とが規則正しく配置されている。カラーフィルタ層２４が有する接続孔２６にお
いて、画素電極２２と薄膜トランジスタ２１とが接するように配置されている。カラーフ
ィルタ層２４と画素電極２２との間には、接続孔２６を有する層間絶縁膜（図示せず）が
配置されていてもよい。
　基材１４ａの液晶層１７側には、透明電極１６が配置されている。
　透明電極１６と、画素電極２２との間には、液晶層１７が配置されている。液晶層１７
には、基材１４ａ及び基材１４ｂ間の距離を一定に保つために、スペーサ２３が配置され
ている。
　各部材は、基材１４ａ、透明電極１６、配向膜（図示せず）、液晶層１７、配向膜（図
示せず）、画素電極２２、カラーフィルタ層２４、保護膜（図示せず）及び薄膜トランジ
スタ２１、並びに基材１４ｂの順番で積層されている。
　このような液晶層１７を挟んでいる基材１４ａ及び基材１４ｂの外側にはそれぞれ、偏
光板１３ａ及び１３ｂが設けられている。
　偏光板１３ｂの外側には、発光装置２５が配置されている。
【実施例】
【０００６】
　以下、実施例によって本発明の着色硬化性樹脂組成物について、より詳細に説明する。
例中の「％」及び「部」は、特記ない限り、質量％及び質量部である。
　以下の合成例において、化合物は、質量分析（ＬＣ；Ａｇｉｌｅｎｔ製１２００型、Ｍ
ＡＳＳ；Ａｇｉｌｅｎｔ製ＬＣ／ＭＳＤ型）、元素分析（ＶＡＲＩＯ－ＥＬ；（エレメン
タール（株）製））又はＮＭＲ（ＪＮＭ－ＥＸ－２７０；（日本電子（株）製））で同定
した。
〔合成例１〕
　式（ＩＩＩ）で表される化合物５０部、イソプロピルアルコール（和光純薬工業（株）
製）３５０部を室温で混合し、混合物にジエチルアミン（東京化成工業（株）製）１８．
１部を、２０℃を超えない温度で滴下し、２０℃で３時間攪拌した。反応液を１０％塩酸
２１００部に投入した。得られた析出物を吸引濾過の残渣として取得し、イオン交換水３



(24) JP 6536569 B2 2019.7.3

10

20

30

40

50

７３部で洗浄後乾燥し、式（Ｃｌ－２２）で表される化合物２３．６部を得た。収率は４
３％であった。

式（Ｃｌ－２２）で表される化合物の同定
（質量分析）イオン化モード＝ＥＳＩ＋：　ｍ／ｚ＝［Ｍ＋Ｈ］＋４４２．１
　　　　　　　　　　　　　　Ｅｘａｃｔ　Ｍａｓｓ：　４４１．１
　式（Ｃｌ－２２）で表される化合物５部、Ｎ－メチルピロリドン（和光純薬工業（株）
製）３５部を室温で混合し、混合物にジプロピルアミン（東京化成工業（株）製）３．４
部を２０℃を超えない温度で滴下し、８０℃に昇温して３時間攪拌した。反応液を室温ま
で冷却後、濃塩酸３．４部を加え、得られた混合物を飽和食塩水３１５部に投入した。得
られた析出物を吸引濾過の残渣として取得し、イオン交換水６３０部で洗浄後乾燥し、式
（Ｉ－７）で表される化合物（染料Ｋ１）３．９部を得た。収率は６９％であった。

式（Ｉ－７）で表される化合物の同定
（質量分析）イオン化モード＝ＥＳＩ＋：　ｍ／ｚ＝［Ｍ＋Ｈ］＋５０７．７
　　　　　　　　　　　　　　Ｅｘａｃｔ　Ｍａｓｓ：　５０６．７
〔合成例２〕
　レゾルシノール（東京化成工業（株）製）２７５部とｎ－ヘキシルアミン（東京化成工
業（株）製）１０１部を混合し、生成する水を除去しながら１５０～１５５℃で２０時間
撹拌した。放冷後、反応混合物をトルエン４３３部に溶解し、このトルエン溶液を４０℃
の温水１０００部で３回洗浄した。このトルエン溶液に無水硫酸マグネシウム５０部を加
えて撹拌した後、ろ過した。ろ液の溶媒を留去して粗生成物を得た。この粗生成物をトル
エン２３４部に溶解し、０℃以下で撹拌し、晶析物をろ集した。この晶析物を５０℃で減
圧乾燥して、式（ｐｔ１）で表される化合物９５．７部を得た。

＜式（ｐｔ１）で表される化合物の同定＞
（質量分析）イオン化モード＝ＥＳＩ＋：　ｍ／ｚ＝［Ｍ＋Ｈ］＋　１９４．２
　　　　　　　　　　　　　　Ｅｘａｃｔ　Ｍａｓｓ：　１９３．２
　式（ｐｔ１）で表される化合物９５．３部と水４８部を混合し、８０℃で撹拌した。続
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いて、１－ブロモ－２－エチルヘキサン（東京化成工業（株）製）１０７部を加えながら
、８０℃で３時間撹拌した後、４８％水酸化ナトリウム水溶液２２．４部を加えた。この
混合物を１１０℃で１８時間撹拌した。放冷後、反応混合物を１０％水酸化ナトリウム水
溶液を用いてｐＨを５に調整し、トルエン１３０部を加えて撹拌し、トルエン層を抽出し
た。トルエン抽出液を温水５００部で２回洗浄し、無水硫酸マグネシウム２５部を加えて
撹拌し、ろ過した。ろ液の溶媒を留去し、式（ｐｔ２）で表される化合物を主成分として
含む残渣１５４部を得た。

＜式（ｐｔ２）で表される化合物の同定＞
（質量分析）イオン化モード＝ＥＳＩ＋：　ｍ／ｚ＝［Ｍ＋Ｈ］＋　３０６．３
　　　　　　　　　　　　　　Ｅｘａｃｔ　Ｍａｓｓ：　３０５．３
　得られた（ｐｔ２）で表される化合物を主成分として含む残渣１５４部とＮ，Ｎ―ジメ
チルホルムアミド５９７部を混合し、－６℃～３℃で撹拌した。これに、液温を－６℃～
３℃に保ちながら、塩化ホスホリル（和光純薬工業（株）製）２５８部を加えた。この混
合物を室温で１時間撹拌した後、６０℃で４時間撹拌した。放冷後、反応混合物を氷１５
００部に加え、４８％水酸化ナトリウム水溶液を用いて中和した。これにトルエン８６７
部を加え、トルエン層を抽出した。このトルエン抽出液を１５％塩化ナトリウム水溶液１
２００部で２回洗浄した。このトルエン抽出液に無水硫酸マグネシウム６０部を加えて撹
拌した後、ろ過した。ろ液の溶媒を留去して残渣を得た。この残渣をカラムクロマトグラ
フィーで精製し、式（ｐｔ３）で表される化合物９４．４部を得た。

＜式（ｐｔ３）で表される化合物の同定＞
（質量分析）イオン化モード＝ＥＳＩ＋：　ｍ／ｚ＝［Ｍ＋Ｈ］＋　３３４．３
　　　　　　　　　　　　　　Ｅｘａｃｔ　Ｍａｓｓ：　３３３．３
　ビス（３－アミノ－４－ヒドロキシフェニル）スルホン（東京化成工業（株）製）１０
．６部、式（ｐｔ３）で表される化合物２５．３部、安息香酸（東京化成工業（株）製）
３．２０部、１－ペンタノール（東京化成工業（株）製）１８４部及びシアノ酢酸エチル
（東京化成工業（株）製）８．５９部を混合し、１２０℃で３時間攪拌した。この反応溶
液に式（ｐｔ３）で表される化合物２５．４部、安息香酸（東京化成工業（株）製）３．
２１部、１－ペンタノール（東京化成工業（株）製）９０部及びシアノ酢酸エチル（東京
化成工業（株）製）８．５９部を混合し、１２０℃で１２時間攪拌した。上記の反応液を
室温まで冷却後、メタノール１８００部に加え、析出した結晶を吸引ろ過の残渣として得
た。この残渣をカラムクロマトグラフィーで精製し、式（Ａｄ２－１０）で表される化合
物２０．６部を得た。１Ｈ－ＮＭＲにて構造を確認した。
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＜式（Ａｄ２－１０）で表される化合物の同定＞
１Ｈ－ＮＭＲ（５００ＭＨｚ，ＤＭＳＯ－ｄ６）：０．８５（６Ｈ，ｔ），０．８７（６
Ｈ，ｔ），０．８７（６Ｈ，ｔ），１．２０～１．４０（２８Ｈ），１．５６（４Ｈ，ｔ
ｔ），１．７５（２Ｈ，ｔｔｔ），３．３４（４Ｈ，ｄ），３．４３（４Ｈ，ｔ），６．
５５（２Ｈ，ｄ），６．７９（２Ｈ，ｄｄ），７．６４（２Ｈ，ｄ），７．９１（２Ｈ，
ｄ），８．０１（２Ｈ，ｄｄ），８．３６（２Ｈ，ｄ），８．７３（２Ｈ，ｓ）
〔合成例３〕
　以下の反応は、窒素雰囲気下で行った。冷却管及び攪拌装置を備えたフラスコに、チオ
シアン酸カリウム３２．２部およびアセトン１６０部を投入した後、室温下で３０分攪拌
した。次いで、２－フルオロ安息香酸クロリド（東京化成（株）社製）５０部を１０分か
けて滴下した。滴下終了後、さらに室温下で２時間攪拌した。次いで、反応マスを氷冷し
た後、Ｎ－エチル－ｏ－トルイジン（東京化成（株）社製）４０．５部を滴下した。滴下
終了後、さらに室温下で３０分攪拌した。次いで、反応マスを氷冷した後、３０％水酸化
ナトリウム水溶液３４．２部を滴下した。滴下終了後、さらに室温下で３０分攪拌した。
次いで、室温下クロロ酢酸３１．３部を滴下した。滴下終了後、加熱還流下で７時間攪拌
した。次いで、反応マスを室温まで放冷した後、反応溶液を水道水１２０部の中に注いだ
後、トルエン２００部を加えて３０分攪拌した。ついで攪拌を停止し、３０分静置したと
ころ、有機層と水層に分離した。水層を分液操作で廃棄した後、有機層を一規定塩酸２０
０部で洗浄し、次いで水道水２００部で洗浄し、最後に飽和食塩水２００部で洗浄した。
有機層へ適当量のボウショウを加えて３０分攪拌した後、ろ過して水分が除去された有機
層を得た。得られた有機層をエバポレーターで溶媒留去して、淡黄色液体を得た。得られ
た淡黄色液体をカラムクロマトグラフィーで精製した。精製した淡黄色液体を減圧下６０
℃で乾燥し、式（Ｂ－Ｉ－７）で表される化合物を４９．９部得た。収率５１％

　以下の反応は、窒素雰囲気下で行った。冷却管及び撹拌装置を備えたフラスコにＮ－メ
チルアニリン（東京化成（株）社製）１５．３部およびＮ，Ｎ－ジメチルホルムアミド６
０部を投入した後、混合溶液を氷冷した。氷冷下に６０％水素化ナトリウム（東京化成（
株）社製）５．７部を３０分かけて少しずつ加えた後、室温に昇温しながら１時間撹拌し
た。反応液を氷水２００部に少しずつ加えた後、室温で１５時間静置し、水をデカンテー
ションで取り除くと残渣として粘調固体が得られた。この粘調固体にメタノール６０部を
加えた後、室温で１５時間撹拌した。析出した固体をろ別した後、カラムクロマトグラフ
ィーで精製した。精製した淡黄色固体を減圧下６０℃で乾燥し、式（ＢＰ３）で表される
化合物を９．８部得た。収率５３％
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　以下の反応は、窒素雰囲気下で行った。冷却管及び攪拌装置を備えたフラスコに、式（
Ｂ－Ｉ－７）で表される化合物８．２部、式（ＢＰ３）で表される化合物１０．０部およ
びトルエン２０部を投入した後、次いで、オキシ塩化リン１２．２部を加えて９５～１０
０℃で３時間攪拌した。次いで、反応混合物を室温に冷却した後、イソプロパノール１７
０．０部で希釈した。次いで、希釈した反応溶液を飽和食塩水３００部の中に注いだ後、
トルエン１００部を加えて３０分攪拌した。ついで攪拌を停止し、３０分静置したところ
、有機層と水層に分離した。水層を分液操作で廃棄した後、有機層を飽和食塩水３００部
で洗浄した。有機層へ適当量のボウショウを加えて３０分攪拌した後、ろ過して水分が除
去された有機層を得た。得られた有機層をエバポレーターで溶媒留去して、青紫色固体を
得た。さらに青紫色固体を減圧下６０℃で乾燥し、式（Ａ－ＩＩ－１８）で表される化合
物を１８．４部得た。収率１００％

式（Ａ－ＩＩ－１８）で表される化合物の同定
（質量分析）イオン化モード＝ＥＳＩ＋：　ｍ／ｚ＝６８７．３［Ｍ－Ｃｌ］＋

　　　　　　　　　　　　　　Ｅｘａｃｔ　Ｍａｓｓ：　７２２．３
　以下の反応は、窒素雰囲気下で行った。冷却管及び攪拌装を備えたフラスコに、式（Ａ
－ＩＩ－１８）で表される化合物１０．０部、ビス（トリフルオロメタンスルホニル）イ
ミドリチウム（東京化成（株）社製）５．９部、およびＮ，Ｎ－ジメチルホルムアミド１
００．０部を投入した後、５０～６０℃で３時間攪拌した。次いで、反応混合物を室温に
冷却した後、水道水２０００部へ１時間攪拌しながら滴下すると、暗青色懸濁液が得られ
た。得られた懸濁液をろ過すると、青緑色固体を得られた。さらに青緑色固体を減圧下６
０℃で乾燥し、式（Ａｂ２－１）で表される化合物を１３．２部得た。収率８６％
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　式（Ａｂ２－１）で表される化合物０．３５ｇをクロロホルムに溶解して体積を２５０
ｃｍ３とし、そのうちの２ｃｍ３をイオン交換水で希釈して体積を１００ｃｍ３として（
濃度：０．０２８ｇ／Ｌ）、分光光度計（石英セル、光路長；１ｃｍ）を用いて吸収スペ
クトルを測定した。この化合物は、極大吸収波長λｍａｘ＝６２０ｎｍで吸光度２．８（
任意単位）を示した。
〔合成例４〕
　２，４－ジメチルアニリン（東京化成工業（株）製）１０．０部、２－エチルヘキサン
ブロミド（東京化成工業（株）製）１７．０部、テトラブチルアンモニウムブロミド（和
光化学工業（株）製）４４．０部を混合した。得られた混合物を、９０℃で８時間攪拌し
た。反応終了後、５０部の１０％重曹水を加えた後、酢酸エチル１００部を加えて水層を
廃棄した。水及び１０％塩酸でそれぞれ洗う操作を２回繰り返した後、溶媒を溜去した。
得られたオイルを６０℃で２４時間減圧乾燥し、式（ｄ－１）で表される化合物９．３部
を得た。

式（ｄ－１）で表される化合物の１Ｈ－ＮＭＲ（２７０ＭＨｚ、δ値（ｐｐｍ、ＴＭＳ基
準）、ＤＭＳＯ－ｄ６）δ　０．８５（ｍ，６Ｈ）、１．２３－１．４２（ｂｒ，８Ｈ）
、１．５９（ｂｒ，１Ｈ）、２．０４（ｓ，３Ｈ）、２．１２（ｓ，３Ｈ）、２．９１（
ｄ，２Ｈ）、４．３７（ｂｒ，１Ｈ）、６．３８（ｄ，１Ｈ）、６．７５（ｓ，１Ｈ）、
６．７７（ｄ，１Ｈ）
　上記で得られた式（ｄ－１）で表される化合物３．０部、３－ブロモフェノール（東京
化成工業（株）製）２．２部、酢酸パラジウム０．０１５部、ｔｅｒｔ－ブトキシナトリ
ウム（東京化成工業（株）製）３．２部、トリ－ｔｅｒｔ－ブチルホスフィン（東京化成
工業（株）製）０．０５５部、トルエン２５．６部を混合し、１００℃で１５時間攪拌し
た。得られた混合物に、酢酸エチル３０部、水１００部を加えて水層を廃棄した。水で洗
う操作を２回繰り返した後、溶媒を溜去した。残渣をシリカゲルクロマトグラフィー（ク
ロロホルム／ヘキサン＝１／１）で精製し、得られたオイルを６０℃で２４時間減圧乾燥
し、式（ｄ－２）で表される化合物１．９部を得た。
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式（ｄ－２）で示される化合物の１Ｈ－ＮＭＲ（２７０ＭＨｚ、δ値（ｐｐｍ、ＴＭＳ基
準）、ＤＭＳＯ－ｄ６）０．８５（ｍ，６Ｈ）、１．２３－１．４２（ｂｒ，８Ｈ）、１
．５５（ｂｒ，１Ｈ）、１．９４（ｓ，３Ｈ）、２．２７（ｓ，３Ｈ）、２．９０（ｄ，
２Ｈ）、６．３７（ｄ，１Ｈ）、６．７５（ｓ，１Ｈ）、６．７６（ｄ，１Ｈ）、６．９
２－７．１４（ｍ，４Ｈ）、８．９３（ｓ，１Ｈ）
　上記で得られた式（ｄ－２）で表される化合物４．４部、３，４－ジヒドロキシシクロ
ブタ－３－エン－１，２－ジオン（東京化成工業（株）製）０．８部、１－ブタノール９
０．０部およびトルエン６０．０部を混合した。得られた混合物を、Ｄｅａｎ－Ｓｔａｒ
ｋ管を用いて生成した水を除きながら１２５℃で３時間攪拌した。反応終了後、溶媒を溜
去し、酢酸を１５部加えた後、１８％食塩水１００部に滴下し、析出した固体を濾取した
。濾取した固体をヘキサンで洗浄した。得られた固体を６０℃で２４時間減圧乾燥し、式
（ＡＩＩ－８）で表される化合物４．９部を得た。

式（ＡＩＩ－８）で示される化合物の１Ｈ－ＮＭＲ（２７０ＭＨｚ、δ値（ｐｐｍ、ＴＭ
Ｓ基準）、ＤＭＳＯ－ｄ６）０．８７（ｍ，１２Ｈ）、１．２１－１．５７（ｍ，１６Ｈ
）、１．７２（ｂｒ，２Ｈ）、２．０５（ｓ，６Ｈ）、２．３６（ｓ，６Ｈ）、３．３７
（ｂｒ，２Ｈ）、３．７８（ｂｒ，２Ｈ）、６．００（ｂｒ，４Ｈ）、６．９７－７．１
２（ｍ，６Ｈ）、７．７７－７．９５（ｍ，２Ｈ）、１１．３５（ｓ，１Ｈ）、１２．０
６（ｓ，１Ｈ）
〔合成例５〕
　還流冷却器、滴下ロート及び攪拌機を備えたフラスコ内に窒素を適量流し窒素雰囲気に
置換し、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート３７１部を入れ、攪拌しな
がら８５℃まで加熱した。次いで、アクリル酸５４部、３，４－エポキシトリシクロ［５
．２．１．０２，６］デカン－８－イルアクリレート及び３，４－エポキシトリシクロ［
５．２．１．０２，６］デカン－９－イルアクリレートの混合物（含有比はモル比で５０
：５０）２２５部、ビニルトルエン（異性体混合物）８１部を、プロピレングリコールモ
ノメチルエーテルアセテート８０部に溶解させて調製した混合溶液を４時間かけてフラス
コ内に滴下した。
　一方、重合開始剤２，２－アゾビス（２，４－ジメチルバレロニトリル）３０部をプロ
ピレングリコールモノメチルエーテルアセテート１６０部に溶解させた溶液を５時間かけ
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て滴下した。開始剤溶液の滴下終了後、８５℃で４時間保持した後、室温まで冷却して、
共重合体（樹脂Ｂｂ）溶液を得た。樹脂Ｂｂ溶液の固形分は３７％、Ｂ型粘度計（２３℃
）で測定した粘度は２４６ｍＰａ・ｓであった。樹脂Ｂｂの重量平均分子量は１．０６×
１０４、固形分換算の酸価は１１５ｍｇ－ＫＯＨ／ｇ、分子量分布は２．０１であった。
樹脂Ｂｂは、以下の構造単位を有する。

　樹脂の重量平均分子量（Ｍｗ）及び数平均分子量（Ｍｎ）の測定は、ＧＰＣ法を用いて
、以下の条件で行った。
　装置；Ｋ２４７９（（株）島津製作所製）
　カラム；ＳＨＩＭＡＤＺＵ　Ｓｈｉｍ－ｐａｃｋ　ＧＰＣ－８０Ｍ
　カラム温度；４０℃
　溶媒；ＴＨＦ（テトラヒドロフラン）
　流速；１．０ｍＬ／ｍｉｎ
　検出器；ＲＩ
　校正用標準物質　；ＴＳＫ　ＳＴＡＮＤＡＲＤ　ＰＯＬＹＳＴＹＲＥＮＥ　Ｆ－４０、
Ｆ－４、Ｆ－２８８、Ａ－２５００、Ａ－５００（東ソー（株）製）
　上記で得られたポリスチレン換算の重量平均分子量及び数平均分子量の比（Ｍｗ／Ｍｎ
）を分子量分布とした。
＜顔料分散液の調製＞
　表１及び表２の各成分を混合し、ビーズミルを用いて顔料を十分に分散させることによ
り、顔料分散液をそれぞれ調製した。
【表１】
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【表２】

顔料Ｒ１；Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２５４
顔料Ｒ２；Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２４２
顔料Ｒ３；Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１７７
顔料Ｇ１；Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン７
顔料Ｇ２；Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン３６
顔料Ｇ３；Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン５８
顔料Ｂ１；Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：６
顔料Ｂ２；Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：４
顔料Ｖ１；Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット２３
顔料Ｙ１；Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１２９
顔料Ｙ２；Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１３８
顔料Ｙ３；Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１３９
顔料Ｙ４；Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１５０
顔料Ｙ５；Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１８０
顔料Ｙ６；Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１８５
樹脂Ｂａ；メタクリル酸／ベンジルメタクリレート共重合体（共重合比（質量比）；３０
／７０、Ｍｗ；１．２×１０４）
溶剤Ｅａ；プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート
溶剤Ｅｂ；プロピレングリコールモノメチルエーテル
＜赤色着色組成物の調製＞
　表３～表６の各成分を混合して赤色着色組成物を得た。表３～表６中、樹脂の部数は固
形分換算の値を示す。
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【表３】

【表４】
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【表６】

　染料Ｋ１；式（Ｉ－７）で表される化合物
　染料Ｋ２；下記式で表される化合物（特開２０１３－７０３２号公報記載の方法で合成
）

　染料Ｋ３；式（Ａｄ２－１０）で表される化合物
　染料Ｋ４；Ｃ．Ｉ．ソルベントイエロー１６２
　樹脂Ｂｂ；樹脂Ｂｂ
　重合性化合物；ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート（ＫＡＹＡＲＡＤ（登録商
標）ＤＰＨＡ；日本化薬（株）製）
　重合開始剤；Ｄａ；Ｎ－ベンゾイルオキシ－１－（４－フェニルスルファニルフェニル
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）オクタン－１－オン－２－イミン（イルガキュア（登録商標）ＯＸＥ－０１；ＢＡＳＦ
社製；Ｏ－アシルオキシム化合物）
　溶剤；Ｅａ；プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート
　溶剤；Ｅｂ；プロピレングリコールモノメチルエーテル
　溶剤；Ｅｃ；３－エトキシプロピオン酸エチル
　溶剤；Ｅｄ；４－ヒドロキシ－４－メチル－２－ペンタノン
　レベリング剤；ポリエーテル変性シリコーンオイル（トーレシリコーンＳＨ８４００；
東レダウコーニング（株）製）
＜緑色着色組成物の調製＞
　表７～表９の各成分を混合して緑色着色組成物を得た。表７～表９中、樹脂の部数は固
形分換算の値を示す。
【表７】
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【表８】

【表９】
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　染料Ｋ５；Ｃ．Ｉ．ソルベントブルー６７

　染料Ｋ９；式（ＡＩＩ－８）で表される化合物
＜青色着色組成物の調製＞
　表１０及び表１１の各成分を混合して青色着色組成物を得た。表１０及び表１１中、樹
脂の部数は固形分換算の値を示す。

【表１０】
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【表１１】

　染料Ｋ６；式（Ａｂ２－１）で表される化合物
　染料Ｋ７；下記式で表される化合物（特開２０１３－６４０９６号公報記載の方法で合
成）

　染料Ｋ８；Ｃ．Ｉ．ベーシックレッド１
＜カラーフィルタの作製＞
　５ｃｍ角のガラス基板（イーグルＸＧ；コーニング社製）上に、着色組成物をスピンコ
ート法で塗布したのち、１００℃で３分間プリベークして着色組成物層を形成した。放冷
後、着色組成物層が形成された基板と石英ガラス製フォトマスクとの間隔を１００μｍと
して、露光機（ＴＭＥ－１５０ＲＳＫ；トプコン（株）製）を用いて、大気雰囲気下、光
量（３６５ｎｍ基準）で光照射した。フォトマスクとしては、１００μｍラインアンドス
ペースパターンが形成されたものを使用した。光照射後の着色組成物層を、非イオン系界
面活性剤０．１２％と水酸化カリウム０．０４％を含む水系現像液に２４℃で６０秒間浸
漬現像し、水洗後、オーブン中、２３０℃で３０分間ポストベークを行うことにより、ガ
ラス基板にカラーフィルタを作製した。
＜膜厚測定＞
　得られたカラーフィルタについて、膜厚測定装置（ＤＥＫＴＡＫ３；日本真空技術（株
）製））を用いて膜厚を測定した。それぞれのカラーフィルタの膜厚を、表１２～表２０
に示す。
＜耐薬品性の評価＞
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　得られたカラーフィルタを６０℃で４０分Ｎ－メチルピロリドンに浸漬した。浸漬前後
でｘｙ色度座標（ｘ、ｙ）及びＹを測定し、該測定値からＪＩＳ　Ｚ　８７３０：２００
９（７．色差の計算方法）に記載される方法で色差△Ｅａｂ＊を計算し、結果を表１２～
表２０に示した。なお、ｘｙ色度座標（ｘ、ｙ）及びＹは、測色機（ＯＳＰ－ＳＰ－２０
０；オリンパス（株）製）を用いて分光を測定し、Ｃ光源の特性関数を用いて測定した。
△Ｅａｂ＊は小さいほど色変化が小さいことを意味する。△Ｅａｂ＊が３以下のものを◎
、３を超え１０以下のものを○、１０を超えるものを×とした。
＜現像性の評価＞
　カラーフィルタが形成されたガラス基板について、カラーフィルタが形成されていない
部分のガラス基板（未露光部）を光学顕微鏡で観察し、残渣が認められなかった場合を○
、認められた場合を×として評価した。結果を表１２～表２０に示す。
【表１２】

【表１３】

【表１４】
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【表１５】

【表１６】

【表１７】

【表１８】



(41) JP 6536569 B2 2019.7.3

10

20

30

40

50

【表１９】

【表２０】

実施例１～９０及び比較例１～６
＜カラーフィルタ層の作製＞
　表１２～表２０に示すカラーフィルタを組合せて実施例のカラーフィルタ層とした。
　ブラックマトリクスが形成されたガラス基板上に、赤色着色組成物、緑色着色組成物及
び青色着色組成物からそれぞれ、上記の方法を繰り返し行うことにより、赤色カラーフィ
ルタ、緑色カラーフィルタ及び青色カラーフィルタを有するカラーフィルタ層を作製した
。
＜膜厚測定＞
　得られたカラーフィルタ層を形成する赤色、緑色及び青色のカラーフィルタについて、
膜厚を、膜厚測定装置（ＤＥＫＴＡＫ３；日本真空技術（株）製）を用いて測定した。そ
れぞれのカラーフィルタの膜厚を、表２２～表２５に示す。
＜色度評価＞
　得られたカラーフィルタ層を形成する赤色、緑色及び青色のカラーフィルタについて、
測色機（ＯＳＰ－ＳＰ－２００；オリンパス（株）製）を用いて分光を測定し、下記に示
す発光装置から放射される光の特性関数を用いてＣＩＥのＸＹＺ表色系におけるｘｙ色度
座標（ｘ、ｙ）と三刺激値Ｙとを測定した。Ｙの値が大きいほど明度が高いことを表す。
　該色度評価に用いた発光装置は、青色ＬＥＤからなる光源及び量子ドットを含有する色
変換層を含む。発光装置から放射される光の波形に関する値は表２１に示すとおりである
。比較例１及び比較例６には、発光装置として疑似白色ＬＥＤを用いた。結果を表２２～
表２５に示す。
＜カラーフィルタ層の評価＞
各カラーフィルタ層について、白色表示のｘｙ色度座標（Ｗｘ、Ｗｙ）、三刺激値ＷＹ、
色温度並びに色再現性を求めた。各結果を、表２６～表２９に示す。
　白色表示のｘｙ色度座標（Ｗｘ、Ｗｙ）、三刺激値ＷＹ及び色温度は、各カラーフィル
タにおけるｘｙ色度座標（ｘ、ｙ）及び三刺激値Ｙの値から日本工業規格ＪＩＳ　Ｚ　８
７２５に定められた方法に従って求めた。
　色再現性として、各カラーフィルタのｘｙ色度座標で囲まれる面積の、Ａｄｏｂｅ　Ｓ
ｙｓｔｅｍｓが定めたＡｄｏｂｅＲＧＢの３原色（赤（０．６４、０．３３）、緑（０．
２１、０．７１）、青（０．１５、０．０６））により囲まれる面積に対する比率を求め
た。
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【表２２】



(43) JP 6536569 B2 2019.7.3

10

20

30

40



(44) JP 6536569 B2 2019.7.3

10

20

30

40

【表２３】
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【表２４】

【表２５】
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【表２６】
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【表２７】
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【表２９】

【産業上の利用可能性】
【０００７】
　本発明の液晶表示装置によれば、高い色再現性で高い輝度が得られ、さらに液晶表示装
置製造時の歩留まりも向上させことができる。
【符号の説明】
【０００８】
１０ａ、１０ｂ：液晶表示装置
１１：光源
１２：色変換層
１３ａ、１３ｂ：偏光板
４ａ、１４ｂ：基材
１５：カラーフィルタ
１５Ｒ：赤色カラーフィルタ
１５Ｇ：緑色カラーフィルタ
１５Ｂ：青色カラーフィルタ
１６：透明電極
１７：液晶層
１８：層間絶縁膜
１９：導光体
２０：ブラックマトリクス
２１：薄膜トランジスタ
２２：画素電極
２３：スペーサ
２４：カラーフィルタ層
２５：発光装置
２６：接続孔
２７：反射板
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摘要(译)

一种液晶显示装置，包括：滤色器层;发光装置，包括光源和包含量子点
的颜色转换层，其中，所述滤色器层至少包括蓝色滤色器，绿色滤色器
和红色滤色器，形成红色滤色器由包含着色剂（AR），粘合剂（WR）
和溶剂（ER）的红色着色组合物制成，并满足由式（Q1）表示的要求：
0.1‰FR×CR‰1.0 [其中FR代表红色滤光片的厚度（μm）; CR表示着色
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色剂（AB），粘合剂（WB）和溶剂（EB），并满足由式（Q3）表示的
要求：0.1‰FB×CB‰1.0 [其中FB表示厚度（μm）蓝色滤色片;和CB表
示着色剂（AB）的量与蓝色着色组合物中着色剂（AB）和粘合剂
（WB）的总量的比率，从光发射的光的发射光谱 - 发光器件具有第一发射峰，第二发射峰和第三发射峰，第一发射峰的波长
（λ1）范围为420-480nm，第二发射峰的波长（λ2）范围为500~450nm。 550nm，第三发射峰的波长（λ= 3）为580-650nm。
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